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は
じ
め
に

　

近
時
出
土
文
物
研
究
の
進
展
す
る
中
、
手
つ
か
ず
に
遺
さ
れ
た
史
料
の
古
代
語
表
記
を
、
類
似
語
や
発
展
形
と
思
わ
れ
る
現
代
語
に
置
き
換
え
て
、
ど
こ
ま
で

内
容
を
再
現
で
き
る
か
考
え
た
と
き
、
一
語
一
語
、
文
節
の
中
で
揺
ら
め
く
言
葉
を
、
正
確
に
再
現
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
、
疑
問
を
感
じ
る
。
最
近
、
出
土
文

献
や
伝
承
文
献
に
登
場
す
る
秦
漢
期
の
看
過
し
が
ち
な
「
家（
古
牙
切
）」
に
つ
い
て
考
え
る
所
が
あ
っ
た
。「
家
」
を
め
ぐ
る
問
題
は
、「
家
族
制
度
」
研
究
と
い
う

社
会
経
済
的
視
点
か
ら
五
口
一
戸
の
家
族
経
営
や
、
法
制
的
に
は
家
族
連
座
や
「
家
罪
」
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
来
た
。
近
時
上
梓
さ
れ
た
鈴
木
直
美
氏
の

『
中
国
古
代
家
族
史
研
究（
１
）』
に
お
い
て
も
、
出
土
文
献
、
伝
承
文
献
を
網
羅
し
て
、
家
族
制
度
全
般
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。「
家
族
」
の
語
は
、『
管
子
』
小
匡
篇

の
用
例
の
ほ
か
に
は
、
秦
律
に
も
漢
律
に
も
「
家
族
」
に
作
る
用
例
は
ほ
と
ん
ど
見
な
い
。
類
語
同
義
語
と
し
て
、『
史
記
』『
漢
書
』
で
は
「
家
屬
」
も
し
く
は
「
家

人
」
の
語
に
作
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、「
家
族（
屬
）」
が
、
ど
の
範
囲
の
血
縁
関
係
で
構
成
さ
れ
る
か
、
生
活
を
ど
の
よ
う
範
囲
で
共
有
す
る
人
た
ち
か
、
私
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二

属
人
の
寄
客
隸
臣
妾
奴
婢
の
呼
称
と
は
ど
う
関
わ
る
か
、
と
追
求
す
る
こ
と
は
、
結
局
「
家
」
を
含
め
「
家
屬
」「
家
人
」
な
ど
の
古
代
語
を
、
解
釈
を
通
し
て
、

同
時
代
性
如
何
よ
り
も
、
後
世
の
儒
学
的
合
理
論
の
範
疇
で
考
察
す
る
か
、
あ
る
い
は
現
代
の
論
理
で
観
念
的
諦
観
的
な
論
理
が
優
位
に
立
ち
、
秦
漢
時
代
の
得

体
の
知
れ
な
い
不
確
か
さ
や
不
可
知
性
と
い
う
属
性
を
昇
華
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
思
い
を
禁
じ
得
な
い
。
ど
う
し
て
も
先
学
先
賢
の

手
に
よ
っ
て
集
積
さ
れ
形
成
さ
れ
、
解
釈
の
上
に
形
成
さ
れ
た
概
念
に
、
不
可
避
的
に
縛
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
論
議
の
交
錯
す
る
過
程
で
、
同
時
代
的
実
態

把
握
を
棚
上
げ
し
て
理
念
型
相
互
の
論
議
に
陥
っ
て
し
ま
う
傾
向
も
禁
じ
得
な
い
。

　

そ
こ
で
、
拙
稿
で
は
史
料
に
散
見
す
る
「
宿
家
」「
歸
家
」
な
ど
と
作
ら
れ
る
「
家
」
表
記
を
手
が
か
り
に
、
秦
漢
期
の
文
献
に
継
承
さ
れ
る
古
い
「
家
」
の
観

念
に
迫
っ
て
み
た
い
。
秦
漢
時
代
で
は
、
統
一
帝
国
の
出
現
に
至
る
社
会
変
動
と
、
そ
れ
に
伴
う
「
黔
首
」
呼
称
に
よ
る
帝
国
民
一
元
支
配
の
完
成
に
至
る
国
家

構
想
へ
の
移
行
と
に
よ
っ
て
、
個
々
の
「
家
」
の
実
態
は
様
々
な
変
容
を
繰
り
返
し
た
は
ず
で
あ
り
、
論
理
化
さ
れ
抽
象
化
さ
れ
概
念
化
さ
れ
て
来
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
た
び
は
、「
家
」
に
関
わ
る
主
要
な
問
題
と
な
る
「
家
屬（
家
族
）」
と
、
彼
ら
が
居
住
す
る
「
家
」
と
を
関
係
を
切
り
離
し
て
、
そ
の
帰
結
と
し
て
の
漢

儒
の
「
家
」
把
握
に
依
拠
し
た
同
時
代
的
「
家
」
概
念
を
整
理
し
て
み
た
。

　

こ
う
し
て
「
家
族（
屬
）」
如
何
の
論
議
か
ら
自
由
に
な
っ
て
「
家
」
を
考
え
る
と
き
、
ど
う
い
う
時
に
「
家
」
と
い
う
ま
と
ま
り
が
意
識
さ
れ
る
の
か
、
ま
た

そ
れ
は
、
家
族
を
盛
る
器
と
し
て
の
「
家
」
と
し
て
は
ど
う
か
、
生
活
集
団
の
表
象
と
し
て
の
「
家
」
と
し
て
は
ど
う
か
、
そ
し
て
、「
家
」
と
「
戶
」
と
は
、
ど

う
い
う
関
係
な
の
か
。
ま
ず
、
こ
れ
ら
を
整
理
し
て
み
た
い
。
こ
の
よ
う
に
小
論
で
は
、
出
土
文
献
に
見
る
、「
家
屬
」「
家
人
」
の
居
家
す
る
「
家
」
に
つ
い
て
、

家
族
論
の
視
点
に
よ
ら
ず
、
そ
し
て
今
日
的
な
家
と
か
家
族
の
感
覚
や
理
念
か
ら
離
れ
て
、
秦
漢
時
代
の
「
家
」
に
つ
い
て
そ
の
時
代
性
や
、
そ
の
機
能
的
な
面

か
ら
、
検
討
を
進
め
て
い
く
行
く
こ
と
を
ご
承
知
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

一　
「
家
」
に
つ
い
て　

─
─
秦
漢
的
な
様
相
に
つ
い
て
─
─

　

か
つ
て
尾
形
勇
氏
は
「
旧
中
国
の
家
族（
家
屬
）が
…
…
」
と
書
き
始
め
ら
れ
た
「「
家
」
の
成
立
を
め
ぐ
る
問
題
点（
２
）」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
。

 

…
…
通
常
「
同
居
」「
共
財
」「
同
爨
」
と
い
う
よ
う
な
一
連
の
語
句
を
指
標
と
し
て
、
そ
の
基
本
的
概
念
が
規
定
さ
れ
る
、
な
い
し
は
規
定
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
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と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の
家
族
形
態
が
如
何
に
多
種
多
様
で
あ
り
、
ま
た
「
家
」
字
の
用
法
が
如
何
に
広
狭
に
わ
た
る
多
岐
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
そ
の
ま
ま
物

語
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
血
縁
的
に
疎
遠
な
者
を
は
じ
め
と
し
て
非
血
縁
的
な
者
ま
で
も
包
括
せ
る
族
的
集
団
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
「
同
居
共
財
」
で
あ
れ
ば
、

や
は
り
一
つ
の
「
家
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、「
同
居
」
す
る
も
の
の
「
異
財
」
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別
の
「
家
」
と
称
さ
れ
得
た
の
で
あ
り
、
さ

ら
に
は
独
身
者
と
い
え
ど
も
「
家
」
を
成
し
得
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
情
か
ら
す
れ
ば
、
古
代
中
国
の
国
家
秩
序
と
家
族
秩
序
と
の
相
関
性
を
追
求
す
る
ば
あ
い

に
、「
家
」
の
概
念
を
こ
と
さ
ら
に
確
定
し
、
ま
た
当
時
の
典
型
的
な
家
族
形
態
を
設
定
し
、
そ
の
上
に
論
を
重
ね
る
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
歴
史
的
考
察
た

り
得
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
あ
る
い
は
「
親
子
乃
至
夫
婦
関
係
に
あ
る
近
親
者
を
中
心
と
し
て
そ
れ
ら
と
の
親
族
か
関
係
に
あ
る
も
の
が
日
常
同
居
し
共
産

的
関
係
の
下
に
生
活
を
営
む
族
的
集
団
」
と
い
う
中
国
の
家
族
に
つ
い
て
の
過
不
足
な
き
定
義
を
予
備
知
識
と
し
な
が
ら
も
、
か
く
し
た
無
数
の
諸
家
族
集
団
が
、

大
小
・
強
弱
・
貧
富
・
貴
賤
等
々
の
個
性
を
各
々
背
負
い
つ
つ
多
彩
な
形
態
を
現
出
さ
せ
、
し
か
も
い
ず
れ
に
せ
よ
共
通
し
て
「
家
」
と
称
さ
れ
て
存
在
し
て
い

た
─
─
と
い
う
一
つ
の
現
実
的
社
会
状
況
か
ら
考
察
を
出
発
さ
せ
て
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
む
し
ろ
こ
の
方
が
よ
り
生
産
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

尾
形
氏
は
、
限
ら
れ
た
文
献
史
料
の
考
察
に
は
、「
家
」
の
持
つ
多
種
多
様
性
が
我
々
の
目
を
く
ら
ま
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
依
っ
て
立
つ
理
念
形
を
闘
わ
せ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
理
念
の
如
何
に
よ
っ
て
、
古
代
の
家
は
揺
ら
め
い
て
い
る
、
と
見
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
居
共
財
を
前
提
に
「
家
」
と
称
し
「
家
」
を
為
す
こ
と
で

無
問
題
的
に
「
家
族
」
を
語
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
家
は
家
族
の
共
同
生
活
の
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
社
会
経
済
的
な
家
族
構
成
の
視
点
か
ら
家
族
共
存
、

家
族
協
業
の
形
態
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
確
か
に
、
家
そ
の
も
の
を
真
正
面
か
ら
捉
え
よ
う
と
す
る
と
膨
大
な
古
典
の
文
言
の
山
に
尻
込
み
し
て
し
ま
う
。

そ
れ
で
も
、
必
ず
し
も
歴
史
的
考
察
た
り
得
な
い
家
に
つ
い
て
考
察
を
、
出
土
文
物
を
中
心
に
、
再
考
し
て
み
よ
う
。

　

こ
こ
で
は
、
ま
ず
史
料
上
に
展
開
す
る
「
家
」
に
つ
い
て
、
特
に
吏（
夫
の
在
官
府
）
と
家（
妻
の
居
家
）の
関
係
、
夫
の
立
場
か
ら
見
た
家
、
例
え
ば
「
宿
家
」、

罷
軍
帰
寧
の
「
歸
家
」
を
切
羽
と
し
、
秦
律
漢
律
の
時
代
の
「
家
」
を
整
理
し
て
行
こ
う
。
従
来
、
古
代
秦
漢
帝
国
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
国
家
支
配
は
、
人
々
を

「
家
」
単
位
、「
戸
」
単
位
に
し
て
法
的
に
統
治
運
用
さ
れ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
郡
県
制
郡
国
制
の
下
で
功
臣
封
建
の
封
邑
規
模
や
郡
国
の
賦
役
配
分
、
郡
県

区
画
の
規
模
把
握
、
災
害
規
模
の
被
災
規
模
数
値
な
ど
で
用
い
ら
れ
る
単
位
と
し
て
「
家
」
が
用
い
ら
れ
た
り
す
る
。
特
に
『
史
記
』
の
六
国
年
表
や
諸
世
家
で

は
、「
戶
」
で
民
衆
を
数
え
る
こ
と
は
見
え
ず
、「
家
」
の
用
例
が
目
立
つ
。
例
え
ば
、『
史
記
』
卷
四
十
七
孔
子
世
家 

で
は
、「（
季
）平
子
與
孟
氏
、
叔
孫
氏
三
家
共

攻
昭
公
」
と
あ
る
の
は
魯
の
三
卿
と
そ
の
勢
力
の
こ
と
で
、
彼
ら
を
「
三
家
」
と
呼
ぶ
。『
史
記
』
卷
四
十
一
越
王
句
踐
世
家
で
は
越
王
句
踐
の
吳
王
に
言
っ
た
「
吾
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置
王
甬
東
、
君
百
家
」
や
、『
史
記
』
卷
四
十
三
趙
世
家
、
趙
簡
子
の
「
我
衞
士
五
百
家
」
な
ど
、
と
「
家
」
を
単
位
と
し
た
兵
士
民
衆
の
規
模
把
握
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ま
た
『
史
記
』
卷
四
十
五
韓
世
家
威
王
の
条
に
「
封
之
萬
家
」
と
か
、「
徙
而
從
者
七
千
餘
家
」
と
見
え
、
時
代
が
下
っ
て
は
、
把
握
す
る
数
が
膨
張
し
て
い

る
。

　

ま
た
、高
祖
本
紀
や
高
帝
紀
と
も
に
高
祖
十
二
年（
十
二
月
）の
条
に
、始
皇
帝
な
ど
の
先
人
の
墓
守
と
し
て「
守
冢
」と
呼
ぶ
役
の
負
担
者
が
、そ
れ
ぞ
れ「
二
十

家
」「
十
家
」
あ
る
い
は
「
五
家
」
と
「
家
」
単
位
に
数
え
ら
れ
て
い
る（
３
）。

ま
た
、
自
然
災
害
に
遭
っ
た
地
域
に
つ
い
て
も
、「
家
」
を
単
位
に
被
災
状
況
を
明
示
す

る
。
例
え
ば
、『
漢
書
』
巻
三
高
后
紀
、「
三
年
夏
、
江
水
、〔
漢
水（
４
）〕
溢
、
流
民
四
千
餘
家
」
と
あ
り
、「
溢
」
と
は
師
古
の
「
水
所
漂
沒
也
」
と
注
す
る
と
こ
ろ
で
、

洪
水
に
遭
っ
た
被
災
民
を
「
流
民
四
千
餘
家
」
と
「
家
」
で
数
え
る
。
ま
た
、
呂
后
紀
八
年
に
も
「
夏
、
江
水
、
漢
水
溢
、
流
萬
餘
家
」
と
ほ
ぼ
同
じ
地
域
に
洪

水
の
記
録
が
あ
る
。
規
模
は
「
流
萬
餘
家
」
と
な
っ
て
い
る
。
流
民
の
規
模
を
「
家
」
で
数
え
、
被
災
住
民
の
把
握
単
位
と
し
て
い
る
。「
流
萬
餘
家
」
を
万
余
の

家
屋
を
流
失
し
た
と
読
む
な
ら
ば
、「
流
民
四
千
餘
家
」
も
民
の
四
千
余
の
家
屋
を
流
失
し
た
と
も
読
め
る
。
逆
に
八
年
の
洪
水
も
流
民
万
余
家
を
数
え
た
、
と
も

読
め
る
。

　

さ
て
、
孔
子
世
家
に
は
「
弟
子
及
魯
人
往
從
冢
而
家
者
百
有
餘
室
、
因
命
曰
孔
里
」
と
あ
り
、
孔
子
を
慕
っ
て
墓
所
の
近
辺
に
「
家
」
し
た
者
た
ち
が
「
百
有

餘
室
」
の
規
模
で
、
こ
れ
が
後
世
の
孔
里
と
な
る
。「
家
」
が
別
の
単
位
「
室
」
で
数
え
ら
れ
る
こ
と
は
、「
家
」
が
一
通
り
の
機
能
性
格
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
多
様
な
面
を
持
つ
厄
介
な
語
で
あ
る
こ
と
を
予
感
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、「
家
族
」
の
呼
称
も
見
え
る
『
管
子
』
小
匡
篇
の
「
公
修
公
族
、
宗
修
家
族
」
と
い
う

一
文
に
は
、「
公
」
に
対
す
る
「
宗（『
史
記
』
五
十
九
、五
宗
世
家
「
同
母
者
爲
宗
親
」
参
照
）」
の
別
が
あ
り
、「
公
」「
宗
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
形
成
す
る
直
系
の

一
門
、
家
眷
、
家
衆
、
家
屬
が
あ
り
、
そ
れ
が
「
公
族
」「
家
族
」
と
い
っ
た
呼
称
に
な
る
。
こ
の
「
家
族
」
は
、
春
秋
時
代
の
諸
侯
国
「
邦
」
の
「
宗
」
と
血
縁

祭
祀
連
な
る
「
家
」
の
族
で
あ
り
、
こ
の
「
家
」
と
は
卿
大
夫
の
こ
と
で
あ
る
ら
し
い
。

　

近
年
、
吏
の
移
動
を
め
ぐ
っ
て
、『
尹
灣
漢
墓
簡
牘
』「
元
延
二
年
日
記（
以
下
日
記
と
略
す（
５
））」

を
精
査
し
た
。「
日
記
」
の
主
は
師
饒
、
所
謂
『
尹
湾
漢
墓
』
の
墓

主
で
、
役
職
は
東
海
郡
卒
史
、
師
君
兄
と
い
う
呼
称
で
も
呼
ば
れ
る
。「
日
記
」
復
元
を
通
し
て
、「
日
記
」
の
主
、
卒
史
で
あ
る
墓
主
師
饒
字
君
兄
の
一
日
の
活
動

が
明
ら
か
と
な
る
。
彼
は
、
全
日
所
属
す
る
廷
府
や
署
舍
に
待
機
し
て
業
務
に
当
た
り
、
用
件
に
よ
っ
て
は
出
張
業
務
を
繰
り
返
す
。
そ
し
て
、
彼
は
一
日
の
旦

（
鶏
鳴
か
ら
朝
食
時
ま
で
）か
ら
、
日
中（
朝
食
か
ら
日
中
）、
夕（
日
中
か
ら
餔
時
）、
莫（
餔
時
か
ら
日
没
時
ま
で
）、
夜（
日
没
か
ら
鶏
鳴
）ま
で
、
一
日
を
五
区
分（
６
）

に
し
て
業
務
を
記
録
す
る
。
こ
う
し
て
、
一
日
の
終
わ
り
を
「
宿
舍
」
で
締
め
く
く
る
。

四



「
家
」
字
義
考
　
─
秦
漢
期
の
同
時
代
的
な
「
家
」
概
念
─

　

主
人
公
師
饒
は
、
卒
史
で
あ
る
か
ら
東
海
郡
治
郯
の
官
舎
と
家（
東
安
侯
国
領
域
内
に
比
定
）の
間
を
往
復
す
る
。「
日
記
」
冒
頭
の
正
月
第
九
日
に
は
、「
辛
未
旦

發
宿
舍
」、
早
朝
家
を
出
て
、
舍（
官
舎
）に
宿
泊
、
翌
日
「
壬
申
旦
謁
宿
舍
」、
朝
で
謁
見
し
て
舍
に
宿
泊
す
る
。
家
と
郡
治
と
の
距
離
か
ら
し
て
時
間
的
に
当

日
の
「
謁
」
が
避
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
第
十
六
日
に
は
、「
戊
寅
旦
謁
胃
從
史
休
宿
家
」、
朝
で
拝
謁
、
從
史
に
休
を
申
告
し
、
帰
宅
し
て
「
宿
家
」
と

言
う
。
ま
た
、
第
十
七
日
に
は
「
己
卯
旦
發
夕
謁
宿
舍
」、
早
朝
出
立
し
て
夕
刻
に
拝
謁
、
そ
し
て
宿
舍
と
言
う
具
合
で
あ
る（
拙
稿
「
元
延
二
年
日
記
」
と
吏
の

移
動
」
付
表
「
復
元
『
元
延
二
年
日
記
』
尹
灣
漢
墓
出
土
竹
簡（
一
～
一
三
三
）」
参
照
）。
し
か
し
な
が
ら
、
四
月
五
月
の
二
ヶ
月
は
一
度
も
「
宿
家
」
の
記
録

が
な
い
。
逆
に
六
月
第
六
日
か
ら
月
末
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
が
「
宿
家
」
で
あ
り
、
晦
日
第
三
十
日
は
「
己
未
病
告
」
と
有
る
が
「
歸
家
」
と
の
記
載
は
な
い
。
確

か
に
、
時
折
、「
休（
沐
）」
を
乞
い
、
歸
家
「
宿
家
」
す
る
こ
と
が
簡
略
に
書
か
れ
て
い
る
。
休
を
得
て
の
「
宿
家
」
に
つ
い
て
は
、『
史
記
』
日
者
列
傳
に
登
場
す

る
賈
誼
の
「
出
洗
沐
」
に
つ
い
て
、『
漢
官
』
を
引
用
し
て
、
五
日
ご
と
に
沐
浴
の
た
め
の
日
を
賜
り
、
官
を
離
れ
る
こ
と（
８
）と

の
説
明
が
あ
る
。
し
か
し
、「
日
記
」

を
見
る
限
り
、
定
期
的
で
あ
っ
た
か
は
不
確
定
で
あ
る
。

　

記
述
の
最
後
は
、
そ
の
日
の
投
宿
先
を
書
き
添
え
る
と
い
う
形
式
で
あ
る
。「
宿
舍
」
と
「
宿
家
」
が
卒
史
師
饒
に
と
っ
て
は
日
常
的
行
動
で
あ
り
、
ほ
か
に
「
宿

傳
舎
」、「
宿（
某
）亭
」
と
あ
る
の
は
、「
舍（
官
舎
）」
と
近
似
的
な
公
の
施
設
で
の
「
宿
」、
そ
し
て
、
知
人
の
私
宅
と
思
わ
れ
る
「
宿
邸
」
や
「
宿
南
春
宅
」
な

ど
い
っ
た
記
載
も
見
え
る
。
一
日
を
ど
こ
に
「
宿
」
し
た
か
が
留
意
さ
れ
て
い
る
。
師
饒
は
「
宿
舍（
そ
の
ほ
か
自
宅
以
外
の
某
傳
舎
・
某
亭
・
某
宅
）」
と
「
宿

家
」
の
繰
り
返
し
の
生
活
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
「
日
記
」
に
見
え
る
、
吏
の
「
宿
舍
」
と
「
宿
家
」
と
い
う
対
に
な
る
用
例
に
は
、『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
』
所
收
「
奏

書
」
案
例
二
十
一
で
は
、「
夫
爲
吏
居
官

妻
居
家
而
…
…
」
と
見
え
る
夫
の
吏
の
「
居
官
」
に
対
し
て
妻
の
「
居
家
」
と
い
う
対
に
な
る
用
例
が
あ
る
。
ま
た
、『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』「
爲
吏
之
道
」
に
は
吏

の
五
失
の
一
つ
に
に
「
安
家
室
忘
官
府
」
を
数
え
て
い
る
が（
７
）、
こ
の
「
安
家
室
」
の
「
家
室
」
と
「
忘
官
府
」
の
「
官
府
」
の
対
応
は
「
吏
居
官
」
と
「
妻
居
家
」

の
「
居
官
」「
居
家
」
と
同
義
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
［
二
四
七
號
墓
］』
所
收
、「
二
年
律
令
」
に
お
け
る
「
家
」
の
用
例
は
、
以
下
の
八
例

で
あ
る
。

　

①
「
主
婢
奸
、
若
爲
它
家
奴
妻
、
有
子
。
子
畀
婢
主
、
皆
爲
奴
婢188

（
そ
れ
ぞ
れ
木
牘
竹
簡
の
写
真
版
簡
番
号
。
以
下
同
じ
）」
と
あ
り
、
自
分
の
と
こ
ろ
で

召
し
使
っ
て
い
た
婢
が
、
後
に
「
它
家
」
の
奴
妻
と
な
っ
て
出
産
し
た
場
合
、
そ
の
子
が
ど
ち
ら
に
帰
属
す
る
か
に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
。「
家
」
が
任
意
の
個

別
集
団
を
示
し
、「
它
家
」
が
自
家
と
を
識
別
す
る
。「
家
」
と
い
う
く
く
り
は
確
か
に
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
か
を
見
て
み
た
い
。

五
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②
「
吏
官
去
家
二
千
里
以
上
者
、
二
歲
壹
歸
、
予
告
八
十
日
。217

」
で
は
、「
吏
官
去
家
」
と
は
、
お
そ
ら
く
「
爲
吏
居
官
」
で
「
去
家
」
す
る
こ
と
二
千
里

以
上
の
遠
隔
地
赴
任
の
場
合
と
い
う
こ
と
で
、
赴
任
地
が
「
居
家
」
か
ら
「
去
家
」
す
る
こ
と
二
千
里
以
上
離
れ
て
い
る
場
合
の
「
歸
家
」
の
規
定
。
二
年
ご
と

に
一
回
、
期
間
八
十
日
、
遠
方
赴
任
で
も
、
吏
は
家
と
官
署
と
の
間
の
往
来
が
保
証
さ
れ
て
い
る
。「
家
」
が
吏
に
と
っ
て
、
国
や
公
と
相
対
的
だ
が
、
や
が
て
帰

る
べ
き
場
で
あ
る
こ
と
。

　

③
刑
罰
処
分
を
受
け
た
者
の
居
住
規
制
の
一
部
、「
隸
臣
妾
、
城
旦
舂
、
鬼
薪
白
粲
家
室
居
民
里
中
者
、
以
亡
論
之307

」、
処
罰
さ
れ
隸
臣
妾
城
旦
舂
に
服
役
中

の
者
で
あ
っ
た
り
、
有
爵
者
で
あ
っ
た
者
が
申
し
渡
さ
れ
る
鬼
薪
白
粲
に
服
し
て
い
る
場
合
の
規
定
で
、
こ
れ
ら
の
判
決
に
と
も
な
っ
て
妻
子
臣
妾
家
財
は
「
爲

收
」（
差
し
押
さ
え
）と
な
る
の
で
、
そ
の
「
爲
收
」
と
な
っ
た
は
ず
の
「
家
室（
妻
子
臣
妾
を
含
む
）」
が
民
里
中
に
そ
の
ま
ま
存
続
し
て
い
る
こ
と
が
不
法
で
あ
る
。

で
あ
る
か
ら
、「
爲
收
」
を
不
法
に
逃
れ
た
者
と
し
て
「
亡（
逃
亡
罪
）」
を
持
っ
て
処
罰
す
る
と
言
う
規
定
。
処
罰
を
受
け
服
役
中
の
本
人
は
も
と
よ
り
、
刑
徒
の

同
室
同
居
者
も
県
官
の
収
監
規
定
を
無
視
し
た
り
逃
れ
た
者
を
「
亡
」
逃
亡
者
と
し
て
処
罰
す
る（
８
）、
と
言
う
こ
と
。
普
通
、「
家
室
」
は
民
里
に
あ
る
。
や
が
て
帰

る
べ
き
「
家
室
」
は
「
家
」
を
構
成
す
る
妻
子
臣
妾
家
財
を
一
括
り
に
す
る
用
例（『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
所
收
「
封
診
式
」
封
守
の
条
参
照
）と
言
え
る
。
ま
た
、

工
事
へ
の
繇
賦
負
担
に
関
す
る
規
定
で
は
、

　

④
「
□マ

□マ

工
事
縣
官
者
復
其
戶
而
各
其
工
。
大
數

取
上
手
什（
十
）三
人
爲
復
、
丁
女
子
各
二
人
、
它
各
一
人
、
勿
筭（
算
）
賦
。
家
毋
當

者
、
得
復
縣
中

它
人
。278-9

」
の
「
復
其
戶
」
と
「
家
毋
當

者
」
か
ら
、「
戶
」
と
「
家
」
と
の
関
係
が
注
目
で
き
る
。「
工
」
と
し
て
縣
官
に
従
事
す
る
繇
賦
負
担
者
に
つ
い
て
、

「
戶
」
ご
と
に
「
復
」
復
除
を
認
め
る
。
賦
役
負
担
者
は
「
戶
」
を
単
位
と
し
て
把
握
す
る
よ
う
だ
が
、「
家
不
當

者
」
と
あ
っ
て
、「
家
」
に
は
、
該
当
す
る
「
當

者
」
が
い
な
い
場
合
の
規
定
で
、「
戶
」
と
「
家
」
と
の
間
の
整
合
性
が
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
繇
賦（
労
役
）は
「
戶
」
単
位
が
原
則
。
し
か
し
、
該
当
す
る

者
が
「
戶
」
に
い
な
い
場
合
、「
家
」
を
論
う
。
こ
れ
は
「
家
」
が
「
戶
」
と
同
値
同
格
で
扱
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
か
ら
か
、
そ
れ
と
も
、「
家
」
中
に
復
除

対
象
た
る
「
戶
」
が
存
在
し
な
い
場
合
、
同
県
中
の
「
它
人
」
が
選
ば
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
工
事
の
復
除
は
「
戶
」
ご
と
で
あ
る
。
で
あ

る
か
ら
「
家
」
に
復
除
対
象
と
な
る
「
戶
」
が
あ
る
は
ず
だ
が
、
な
い
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
こ
の
事
例
は
「
家
」
が
「
戶
」
を
包
摂
す
る
関
係
に
あ
る
こ

と
を
示
唆
し
よ
う
。

　

⑤
「
家
馬462

」、
⑥
「
傅
公
家
丞
、
秩
各
三
百
石472

」
の
よ
う
に
職
名
に
も
見
ら
れ
る
。
と
も
に
諸
侯
王
、
列
侯
な
ど
の
高
爵
者
に
配
属
さ
れ
る
王
家
公
家

の
吏
と
い
っ
た
性
格
の
も
の
。「
家
」
の
呼
稱
自
体
が
爵
等
な
ど
に
よ
る
家
格
に
裏
付
け
ら
れ
る
性
格
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 六
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⑦
「
請
中
大
夫
、
謁
者
、
郎
中
、
執
盾
、
執
戟
家
在
關
外
者504

」
と
、
⑧
「
相
國
、
御
史
請
郎
騎
家
在
關
外513

。」
は
、
指
定
の
官
に
任
官
し
た
者
の
「
家
」

が
関
外
に
あ
る
、
と
い
う
表
現
は
、
官
吏
が
居
家
を
離
れ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
②
の
「
去
家
二
千
里
以
上
」
の
遠
隔
地
に
も
赴
任
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
「
關
外
」
と
「
關
内
」
の
別
は
「
關
内=

夏
」
と
「
關
外=

諸
侯
国
」
と
す
れ
ば
、『
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』（
以
後
秦
簡
と
略
す
）「
法
律
答
問
」

の
「
夏
子
」「
秦
母
」
の
規
定
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
し
て
ま
た
、『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
』
所
收
「
奏

書
」
案
例
三
の
齊
田
氏
の
女
南人
名

の
事
件
に
関
わ
る
「
從
諸
侯
來

誘
」
罪
と
か
「
亡
之
諸
侯
」
罪
と
の
関
連
を
想
定
さ
せ
る
。
こ
の
場
合
の
郎
吏
宮
内
衛
士
の
「
家
在
關
外
」
と
言
う
こ
と
は
、【
主
人=

夫=

「
在
官
府
」】
で
吏（
夫
）

不
在
の
「
家
」
で
、
妻
子（
配
偶
者
、
子
女
）と
父
母
兄
弟（
血
縁
近
親
者
、
父
母
兄
弟
）が
「
居
家
」
し
て
い
る
所
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
二
年
律
令
」
の
「
家
」
字
を
使
用
し
た
記
事
は
以
上
八
例
で
あ
る
。「
二
年
律
令
」
に
現
れ
た
「
家
」
と
は
、
郷
里
に
、
と
も
に
暮
ら
す
共
生
す
る
人
の
ま
と

ま
り
が
基
と
な
る
。
①
そ
れ
ぞ
れ
の
「
家
」
と
其
の
家
婢
の
去
家
後
の
出
産
を
め
ぐ
る
産
子
の
問
題
を
規
定
し
て
い
て
、
産
子
の
帰
属
は
「
他
家
」
を
巻
き
込
む

「
家
」
の
問
題
と
考
え
ら
れ
る
。
②
「
居
官
去
里
二
千
里
」
は
ど
ん
な
に
遠
方
に
赴
任
し
て
い
て
も
、
帰
る
べ
き
場
と
し
て
の
「
家
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。「
家
室
」

は
、「
封
診
式
」
封
守
の
差
し
押
さ
え
項
目
の
最
初
に
登
場
す
る
「
家
室
」
と
も
重
な
る
。「
家
室
」
は
「
陳
王
怒
、
捕
繫
武
臣
等
家
室
、
欲
誅
之（『
史
記
』
巻

四
十
八
陳
渉
世
家
）」
と
も
用
い
ら
れ
、
同
所
に
「
而
徙
繫
武
臣
等
家
屬
宮
中
」
と
も
言
う
。「
家
室
」
は
「
家
屬
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

③
隸
臣
妾
、
城
旦
舂
、
鬼
薪
白
粲
は
、
刑
徒
と
し
て
管
理
下
に
あ
り
、
民
里
に
雑
居
し
て
い
る
は
ず
は
な
い
。
も
し
、
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
不
法
で
あ
り
許
さ

れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
は
暗
に
刑
徒
は
「
家
」
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。
当
然
こ
の
身
分
か
ら
出
仕
「
起
家
」
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
④
「
工
者
」
工
事
縣
官
の
繇
役
負
担
者
、「
爲
復
」
は
「
戶
」
ご
と
に
復
除
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
戶
」
に
復
除
対
象
者
が
な
い
場
合
は
「
家
」
に
求

め
ら
れ
る
。「
戶
」
は
「
家
」
に
包
摂
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
⑤
「
家
馬
」
⑥
「
公
家
丞
」
は
侯
家
の
家
吏
で
「
家
」
呼
称
は
、
皇
太
子
の
「
太
子
家
」、
諸
侯
王

家
の
「
王
家
」、
列
侯
家
の
「
侯
家
」、
外
戚
家
の
「
母
家
」
の
「
家
」
に
共
通
の
概
念
で
あ
る
。
⑦
⑧
「
家
在
關
外
」
も
ほ
ぼ
②
に
同
じ
、
と
整
理
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

孝
文
本
紀
や
文
帝
紀
の
元
年
十
二
月
「
請
奉
詔
書
、
除
收
帑
相
坐
律
令
」
に
関
し
て
、
後
漢
末
の
應
劭
は
「
一
人
有
罪
、
幷
［
坐
］
其
室
家（
家
室（
９
））」
と
し
て
、

家
の
構
成
員
の
一
人
の
犯
罪
が
、
そ
の
「
室
家
」
を
「
幷
［
坐（

（1
（

］」、
と
す
る
。「
收
帑（
ま
た
は
「
孥
」）」
は
「
二
年
律
令
」
で
は
「
收
」「
爲
收
」
と
と
も
用
い
、「
夫
」

中
心
に
し
て
一
家
の
一
人（
夫
）が
罪
を
犯
す
と
、「
收
」
の
対
象
は
「
父
母
妻
子
同
產
」、
そ
し
て
「
妻
媵
臣
妾
衣
器
」
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る（

（1
（

。「
家
室（
文
帝
紀
は
「
室

家
」）」
と
は
こ
の
「
妻
子
父
母
同
產
」
と
い
う
緣
坐
規
定
に
懸
か
る
人
間
関
係
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
妻
媵
臣
妾
衣
器
」
が
「
家
室
」
に
付
随
す
る
家
財
と
し
て
没

七
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入
対
象
に
含
ま
れ
る
。

　
「
日
記
」
に
戻
っ
て
、「
家
」
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
い
。
吏
の
在
任
中
の
「
居
官
」「
在
官
府
」
の
日
々
は
「
宿
舍
」
で
締
め
く
く
ら
れ
、
吏
が
時
折
「
宿
家
」

や
葬
儀
や
治
病
で
「
歸
家
」
す
る
。
そ
の
「
家
」
は
、
妻（
婦
）の
「
居
家
」
す
る
の
が
常
態
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
妻
子
臣
妾
た
ち
の
生
業
生
活
の
場
と
な
っ
て
い

る
。
夫=
吏
と
し
て
は
、
公
的
な
所
在
や
業
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
私
的
な
所
在
場
所
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
夫
が
居
家
す
る
場
合
は
、
出
仕
以
前
の
范
增
に
つ
い

て
「
居
鄛
人
范
增
、
年
七
十
、
素
居
家
、
好
奇
計（『
史
記
』
第
七
項
羽
本
紀
）」
の
「
素
居
家
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
劉
邦
の
場
合
、
出
仕
以
前
は
、「
高
祖
爲
人
、

…（
中
略
）
…
常
有
大
度
、
不
事
家
人
生
產
作
業（『
史
記
』
巻
八
高
祖
本
紀
）」
と
は
、
高
祖
に
は
日
頃
か
ら
「
家
人
」
の
生
産
作
業
に
従
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。

こ
の
「
家
人
生
產
作
業
」
は
、「
家
業（

（1
（

」
の
こ
と
で
、
沛
居
住
の
劉
家
が
代
々
継
承
し
て
き
た
生
業
の
こ
と
。
ま
た
、
高
祖
本
紀
に
は
、
無
頼
時
代
の
こ
と
と
し
て
、

「
高
祖
每
酤
留
飮
、
酒
讎
數
倍
。
及
見
怪
、
歲
竟
、
此
兩
家
常
折
券
棄
責
。」
の
逸
話
を
載
せ
る
が
、
掛
け
売
り
の
回
収
を
あ
き
ら
め
た
王
媼
と
武
負
が
証
書
「
劵
」

を
廃
棄
し
て
負
債
帳
消
し
に
し
た
と
い
う
。
こ
の
王
媼
と
武
負
を
「
兩
家
」
と
称
す
る
。
こ
の
「
兩
家
」
の
家
業
は
酒
家
と
し
て
膾
炙
さ
れ
て
い
る
。「
家
」
は
「
業
」

と
の
関
わ
り
も
注
目
す
べ
き
で
、
司
馬
遷
が
「（
高
祖
）不
事
家
人
生
産
作
業
」
と
称
し
た
の
は
、「
家
」
に
は
「
家
」
ご
と
に
「
業
」
が
あ
り
、
家
人
と
の
協
業
を

前
提
と
し
て
い
る
が
、
劉
邦
は
こ
れ
を
顧
み
ず
、
気
ま
ま
に
暮
ら
し
て
い
た
の
で
父
親
に
「
亡
賴
」
と
称
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（1
（

。

　

始
皇
本
紀
に
は
「
今
天
下
已
定
、
法
令
出
一
、百
姓
當
家
則
力
農
工
、
士
則
學
習
法
令
辟
禁（『
史
記
』
巻
六
）」
と
い
う
帝
国
の
理
念
が
見
え
る
。「
當
家
」
は
「
居

家
」
と
同
系
統
の
語
で
、「
當
家
」「
居
家
」
で
あ
れ
ば
は
、「
力
農
工
」
を
生
業
と
し
て
専
念
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
な
が
ら
出
仕
し
て
吏
と
な
る
こ

と
を
望
む
こ
と
も
で
き
る
。
吏
と
な
れ
ば
「
家
」
と
「
官（
舍
）」
の
二
箇
所
に
生
活
の
重
心
を
置
く
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
「
五
曰
安
家
室
忘
官
府（『
睡
虎
地
秦

墓
竹
簡
』
所
收
「
爲
吏
之
道
」）」
と
言
う
警
句
が
唱
え
ら
れ
る
の
は
吏
の
公
的
面
に
重
置
く
べ
き
と
い
う
倫
理
観
心
替
え
を
喚
起
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

文
帝
紀
の
贊
に
「
百
金
、
中
人
十
家
之
產
也
］
と
あ
る
中
人
の
「
家
」
は
、
資
産
平
均
「
十
金
」
規
模
と
さ
れ
る（『
漢
書
』
巻
四
文
帝
紀
）。
家
が
持
つ
資
産
価

値
と
は
田
宅
妻
媵
臣
妾
衣
器
な
ど
で
、
そ
の
「
家
」
の
家
業
と
の
関
連
も
推
測
で
き
る
。

　

こ
う
し
て
、
吏
か
ら
見
た
「
家
」
は
、
夫
は
出
仕
し
て
吏
と
な
れ
ば
居
官（
宿
舍
）と
な
り
、
家
は
妻
の
「
居
家
」
が
常
態
と
な
る
。
夫
の
吏
は
時
折
帰
宅
し
て

「
宿
家
」
す
る
。
家
の
吉
凶
、
本
人
の
疾
病
に
よ
っ
て
「
歸
寧
」、
休
帰
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
帰
寧
も
『
尹
湾
漢
簡
』
で
は
「
宿
家
」
と
記
し
て
い
る
。
居

家
で
は
家
業
の
経
営
が
あ
り
、
夫
の
吏
が
長
期
不
在
で
あ
れ
ば
、「
居
家
」
の
嫁
妻（
婦
）の
裁
量
に
任
せ
ら
れ
る
。
家
の
吉
凶
事
は
「
家
祠
」
で
行
わ
れ
、
吏
の
夫

が
主
催
で
あ
れ
ば
、
夫
の
帰
宅
を
俟
っ
て
行
わ
れ
る
。
そ
の
時
は
夫
が
「
家
禮（
祀
）」
の
中
心
と
な
る
。
郷
里
の
祭
祀
に
つ
い
て
は
「
日
記
」
に
記
載
が
な
い
の
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「
家
」
字
義
考
　
─
秦
漢
期
の
同
時
代
的
な
「
家
」
概
念
─

で
不
明
で
あ
る
が
、「
封
診
式
」
毒
言
の
よ
う
な
飲
酒
を
伴
っ
た
郷
里
の
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
た
。
妻
が
出
席
で
き
る
と
は
思
え
な
い
。
夫
死
亡
の
際
の
葬
儀
は
、

堂
に
遺
体
を
安
置
し
て
殯
礼
を
し
、
会
葬
者
が
遺
族
に
付
き
添
い
、
そ
の
後
適
所
に
埋
葬
す
る（「
奏

書
」
案
例
二
十
一
）。

　

こ
う
し
て
「
居
吏
」「
宿
舍
」「
忘
官
府
」
が
「
居
家
」「
宿
家
」「
安
家
室
」
と
対
象
の
語
と
な
る
。「
家
」
の
語
に
よ
っ
て
表
出
す
る
観
念
は
、「
家
室
」
と
い
う
実
態

を
前
提
に
、「
家
」
が
漠
然
と
し
た
住
居
空
間
を
示
す
と
同
時
に
、
そ
の
語
を
補
完
す
る
概
念
化
し
た
語
と
見
え
る
。
陳
嬰
の
母
が
嬰
に
言
っ
た
言
葉
、「
曰
、
自
我

爲
汝
家
婦
」
と
は
、
陳
嬰
の
父
親
の
妻
と
な
る
と
言
う
こ
と
よ
り
も
、
子
嬰
と
の
関
係
で
「
家
」
の
婦
と
な
る
と
言
う
こ
と
に
重
心
が
あ
る
。
劉
邦
の
、「
常
有
大

度
、
不
事
家
人
生
產
作
業
」
と
記
さ
れ
る
無
頼
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
、
范
增
の
「
居
家
」
の
か
ら
「
家
」
の
実
態
が
窺
え
る
の
で
は
な
い
か
。
劉
邦
は
亭
長
の
時
の
、

「
常
告
歸
之
田
」
に
つ
い
て
、
後
漢
の
儒
者
孟
康
は
、「
歸
家
治
疾
也（『
史
記
』
巻
八
高
祖
本
紀
）」
と
注
し
て
い
る
。
劉
邦
の
帰
家
の
口
実
を
治
病
の
た
め
と
説
明

す
る
。「
五
月
、
兵
皆
罷
歸
家（
同
上
）」
罷
軍
に
よ
る
軍
の
解
散
と
兵
士
の
郷
里
へ
の
帰
還
を
「
歸
家
」
と
称
す
る
。
兵
士
そ
れ
ぞ
れ
の
帰
る
べ
き
場
も
「
家
」
と

称
し
て
い
る
。

　

宮
人
の
召
し
放
ち
も
、「
歸
家
」
と
記
載
さ
れ
る
。
孝
文
帝
紀
後
元
七
年
の
「
遺
詔
」
の
中
に
「
歸
夫
人
以
下
至
少
使
」
の
一
文
が
あ
る
。
集
解
は
應
劭
の
言
を

引
用
し
て
「
夫
人
以
下
有
美
人
、
良
人
、
八
子
、
七
子
、
長
使
、
少
使
、
皆
遣
歸
家
、
重
絕
人
類
也（『
漢
書
』
巻
四
文
帝
紀
、
後
元
七
年
の
「
遺
詔
」
も
同
じ
應

劭
注
を
引
く
）」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
遣
歸
家
」
と
使
役
体
に
な
っ
て
い
て
、「
歸
家
」
は
父
の
家
に
帰
え
る
こ
と
で
、
婚
家
の
召
し
を
待
た
し
む
、
つ
ま
り
「
重

絕
人
類
」
し
て
、
宮
廷
女
官
た
ち
の
将
来
を
重
絕
す
る
こ
と
を
憚
る
と
解
せ
る
。

　

ま
た
、『
漢
書
』
高
帝
紀
、
四
年
八
月
の
条
に
は
「
漢
王
下
令
、
軍
士
不
幸
死
者
、
吏
爲
衣
衾
棺
斂
、
轉
送
其
家
。
四
方
歸
心
焉
」
と
あ
り
、
戦
死
者
の
遺
体
に

「
衣
衾
」
を
つ
け
、「
棺
」
に
收
斂
し
て
、
そ
の
「
家
」
に
送
り
届
け
る
命
令
を
下
し
て
い
る
。「
歸
家
」
は
「
轉
送
之
家
」
で
あ
っ
て
、
遺
体
を
「
戶
」
に
で
は
な

く
「
家
」
に
送
り
届
け
る
。
ま
た
、
高
帝
紀
八
年
十
一
月
の
条
に
は
、「
令
士
卒
從
軍
死
者
爲
槥
、
歸
其
縣
、
縣
給
衣
衾
棺
葬
具
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
戦
死
者

の
帰
還
に
つ
い
て
、
そ
の
細
則
要
領
は
、
遺
体
を
乗
せ
た
「
槥（
修
羅
）」
と
呼
ば
れ
る
橇
状
の
輓
曳
具
に
乗
せ
牽
い
て
故
県
に
帰
還
さ
せ
、
そ
の
上
で
そ
の
県
が

衣
衾
、
棺
、
葬
具
一
式
を
支
給
し
、
そ
の
家
に
届
け
る
、
と
い
う
命
令
で
あ
る（

（1
（

。
以
上
か
ら
「
歸
家
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
帰
属
す
る
「
家
」
に
帰
還
す
る
、
で
あ

る
。
死
者
へ
の
「
爲
衣
衾
棺
斂
」
は
葬
礼
に
要
す
る
も
の
一
式
を
、
支
給
し
て
遺
体
に
着
装
し
、
納
棺
し
て
「
家
」
に
転
送
す
る
こ
と
。

　

齊
王
韓
信
に
陳
以
東
を
分
割
し
て
与
え
る
策
の
中
で
、
韓
信
の
帰
る
べ
き
「
家
」
が
楚
に
あ
る
こ
と
が
韓
信
の
「
家
」
を
思
う
意
欲
が
戦
闘
力
を
高
め
る
と
い
っ

た
構
想
が
見
ら
れ
る（『
漢
書
』
高
帝
紀
五
年
十
一
月
の
条
）。
家
は
所
在
地
、
韓
信
の
兄
が
い
る
、
母
親
の
墓
に
つ
い
て
も
、
列
傳
は
言
及
す
る
か
ら
、
内
戦
中

九
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に
お
い
て
も
故
国
故
地
と
し
て
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
そ
こ
に
忘
却
し
き
れ
な
い
心
情
が
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
家
」
は
、
惠
帝
紀
に
、
吏
六
百
石

以
上
で
「
父
母
妻
子
與
同
居
」
す
る
者
、
嘗
て
将
軍
都
尉
二
千
石
を
経
験
し
た
故
吏
は
「
家
唯
給
軍
賦
、
他
無
有
所
與
」、
と
す
る
記
載
が
あ
る
。（『
漢
書
』
巻

二
惠
帝
紀
、
元
年
の
条
）こ
れ
ら
の
規
定
に
あ
っ
た
六
百
石
吏
及
び
故
吏
は
、「
軍
賦
」
の
み
の
納
入
で
、
他
は
「
与
る
と
こ
ろ
有
る
無
し
」
で
あ
る
。

　

以
上
、「
家
」
を
め
ぐ
っ
て
、「
守
冢
」
や
被
災
「
流
民
」
に
つ
い
て
は
、「
家
」
で
数
え
ら
れ
る
こ
と
、「
賜
爵
」
恩
典
付
与
は
「
戶
」
を
単
位
と
し
、
労
役
徴
発
は

「
人
」、
統
計
は
「
口
」
で
数
え
ら
れ
る
こ
と
。
行
政
的
に
「
戶
」
の
把
握
が
浸
透
し
、『
史
記
』『
漢
書
』
の
時
代
に
は
、
家
の
実
態
が
不
透
明
に
な
っ
て
い
た
よ
う

に
思
え
る
。
周
知
の
よ
う
に
『
太
平
御
覽
』
巻181

人
事
「
家
」
の
条
に
は
、『
說
文
解
字
』
か
ら
の
引
用
一
件
、『
易
經
』
家
人
の
条
か
ら
の
引
用
が
三
件
、『
後
漢
書
』

か
ら
の
引
用
が
一
件
と
な
っ
て
い
る
。
唐
代
で
は
「
家
」
そ
の
も
の
に
対
す
る
意
識
が
後
退
し
た
の
か
、
ま
た
家
の
語
を
表
象
と
す
る
ま
と
ま
り
に
興
味
関
心
が

薄
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
こ
の
五
件
し
か
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。
注
釈
者
顔
師
古
の
時
代
に
は
、「
家
」
の
概
念
が
か
な
り
曖
昧
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
得

な
い
。
今
と
な
っ
て
は
不
明
瞭
な
「
家
」
の
実
態
と
「
戶
」
に
よ
る
実
態
把
握
と
の
差
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
。「
家
」
は
「
戶
」
や
「
口
」「
人
」
と
並
ぶ
行
政
上

の
単
位
呼
称
で
も
あ
り
、「
家
」
と
「
戶
」
と
の
関
係
を
さ
ら
に
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

二　
「
戶
」
の
規
定　

─
─
「
家
」
と
の
関
わ
り
─
─

　

行
政
上
の
様
々
施
策
に
お
い
て
、
対
象
と
な
る
民
衆
を
ど
の
よ
う
に
数
え
る
か
は
前
掲
の
通
り
、「
家
」「
戶
」「
口
」「
人
」
な
ど
の
単
位
で
あ
っ
た
。『
古
地
圖（
馬

王
堆
漢
墓
帛
書（

（1
（

）』「
駐
軍
圖
」
に
よ
る
と
、
箭
道
城
西
の
三
里
は
「
泲
里
卅
五
戶
今
毋
人
」「
路
里
卅
三
戶
今
毋
人
」「
胡
里
幷
路
里
」
な
ど
と
「
某
里
某
戶
今
云
々
」

式
の
記
載
で
あ
り
、
こ
の
里
の
記
載
が
「
駐
軍
圖
」
一
面
に
展
開
す
る
。「
里
」
は
「
家
」
で
は
な
く
、「
戶
」
と
「
人
」
で
把
握
さ
れ
て
い
る
。

　

先
に
見
た
よ
う
に
、
復
除
は
戸
ご
と
に
賜
与
と
な
る
。
県
工
の
従
事
者
に
つ
い
て
の
「
復
」
復
除
は
「
戶
」
を
単
位
と
し
て
が
規
定
さ
れ
て
い
る
［「
□マ

□マ

工

事
縣
官
者
復
其
戶
…
…248

復
律
」］。
縣
工
に
従
事
し
て
い
る
と
そ
の
地
位
に
応
じ
て
「
勿
筭

賦
」
と
な
る
が
、
繇
賦
免
除
の
対
象
者
が
「
家
」
内
に
い
な
い

場
合
の
規
定
が
続
く
。
工
は
「
戶
」
単
位
に
復
除
の
機
会
が
め
ぐ
っ
て
く
る
が
、「
家
毋
當

者
」
そ
の
「
家
」
の
範
圍
で
復
除
対
象
者
が
求
め
ら
れ
、
該
当
者
が

い
な
い
場
合
は
、
そ
の
「
復
」
は
「
得
復
縣
中
它
人
」
と
別
人
に
移
る
。
地
域
に
「
家
」
単
位
の
把
握
と
「
戶
」
単
位
の
把
握
が
併
存
し
て
い
て
、「
家
」
に
「
戶
」

を
対
象
と
す
る
「
復
」
の
有
資
格
対
象
者
が
い
る
こ
と
に
な
る
。

一
〇



「
家
」
字
義
考
　
─
秦
漢
期
の
同
時
代
的
な
「
家
」
概
念
─

　

ま
た
、『
漢
書
』
巻
二
十
四
上
食
貨
志
に
は
「
五
口
爲
當
農
夫
一
人
」
と
い
う
規
定
も
あ
る
。
魏
の
李
悝
「
盡
地
力
之
教
」
の
「
今
一
夫
挾
五
口（
一
夫
は
一
夫

田
の
こ
と
）」
と
あ
る
。
鼂
錯
の
文
帝
へ
上
奏
し
た
文
書
の
一
部
に
は
、「
今
農
夫
五
口
之
家
」
五
口
の
家
と
言
う
。
鼂
錯
は
、「
今
農
夫
五
口
之
家
其
服
役
者
不
下

二
人（『
漢
書
』
巻
四
文
帝
紀
）」
と
言
う
。「
一
戶
五
口
」
と
言
い
、「
一
夫
挾
五
口
」
と
言
い
、
ま
た
「「
五
口
之
家
」
と
言
う
。「
一
戶
」「
一
夫
」「
一
家
」
が
五
口
で

つ
な
が
り
、「
五
口
之
家
」
は
「
其
の
服
役
者
は
二
人
を
下
ら
ず
」
と
言
う
。「
農
夫
」
に
は
、
は
じ
め
か
ら
「
家
」
ご
と
に
賦
役
負
担
者
二
人
と
想
定
し
て
い
る
。

場
合
に
よ
っ
て
、「
口
」
と
言
う
数
え
方
と
「
人
」
と
い
う
数
え
方
も
あ
る
。『
尹
湾
漢
墓
竹
簡
』「
尹
灣
六
號
漢
墓
出
土
木
牘
」
の
一
正
『
集
簿
』
で
は
、
師
饒
の
死

没
直
前
元
延
年
間（
元
帝
期B.C.11-7

年
）か
、
そ
れ
以
前
の
集
計
結
果
と
み
ら
れ
る
戸
口
数
を
記
載
す
る（

（1
（

。

戶　

廿
六
萬
六
千
二
百
九
十　
　

多
前
二
千
六
百
廿
九　

其
戸　

萬
一
千
六
百
六
十
二　

獲
流

口　

百
卅
九
萬
七
千
三
百
卌
三　

其
四
萬
二
千
七
百
五
十
二　

護
流

東
海
郡
の
集
計
結
果
は
こ
の
よ
う
に
、
戸
数
口
数
で
一
括
表
示
さ
れ
て
い
る
。「
戶
」
の
末
尾
、「
口
」
の
末
尾
の
「
獲
流
」
は
、
統
計
直
前
に
起
こ
っ
た
自
然
災
害

に
よ
る
流
亡
者
を
当
該
郡
が
再
収
容
し
た
も
の
で
、
直
前
の
数
字
が
「
獲
流
」
で
得
た
戸
口
数
で
あ
ろ
う
。
一
万
千
六
百
六
十
二
戸
、
四
万
二
千
七
百
五
十
二
口

が
こ
の
年
、
東
海
郡
に
再
傅
籍
さ
れ
た
。
数
字
の
検
討
は
別
稿
に
譲
っ
て
、
こ
の
ほ
か
に
も
注
目
で
き
る
記
載
が
あ
る
。
こ
の
木
牘
の
裏
面（
一
反
）に
は
「
以
春

令
成
戶
」
と
あ
り
、

以
春
令
成
戶　

七
千
卅
九　

口
二
萬
七
千
九
百
廿
六　

用
穀　

七
千
九
百
五
十
一
石
八
斗
□マ
マ

升
半
升　

率
口　

二
斗
八
升
有
奇

こ
れ
は
、
こ
の
年
、「
春
令
成
戶
」
に
関
わ
っ
た
者
の
数
で
七
千
三
十
九
戸
、
男
女
の
別
な
く
合
算
し
て
二
万
七
千
九
百
二
十
六
口
の
こ
と
で
、
口
ご
と
に
作
付
け

用
の
種
籾
「
用
殼
」
七
千
九
百
五
十
一
石
八
斗
□マ
マ

升
半
升
を
配
布
。
こ
れ
を
口
数
で
割
る
と
、
一
人
あ
た
り
に
す
る
と
「
二
斗
八
升
有あ
ま
り奇
」
の
配
布
と
な
る
。
ち

な
み
に
一
戸
あ
た
り
の
口
数
は
約
三
．
九
七
人
、
一
戸
あ
た
り
に
す
る
と
約
一
石
と
い
う
と
こ
ろ
。「
以
春
令
成
戶
」
は
、
平
帝
「
元
始
五（A

.D
.1

）年
」
の
紀
年

を
持
つ
『
四
時
月
令
詔
條（

（1
（

』
に
、

一
一



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
二
巻
（
二
〇
一
四
年
）

元
始
五
年
五
月
甲
子
朔
丁
丑
、
和
中
普
使
下
部
郡
太
守
、
承
書
從
事
下
當
用
者
、
如
詔
書
、
書
到
言
。
丿へ
つ

從
事
史
況
（
６~

７
行
）

●
敬
授
民
時
、
曰
、
揚
穀
成
趨
南
畝
。（
8
行
）【
中
略
】

●
右
孟
春
月
令
十
一
條
。（
20
行
）

こ
の
「
揚
殼
成
趨
南
畝
」
あ
る
記
載
に
該
当
す
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、『
尹
湾
漢
墓
竹
簡
』
の
「
用
殼
」
が
「
揚
殼
」
に
、「
成
戶
」
が
「
成
趨
南
畝
」、「
戶
」

ご
と
の
田
畝
へ
の
播
種
に
相
当
し
、
ま
た
、「
春
令
」
が
「
孟
春
月
令
十
一
條
」
春
の
行
事
二
十
一
箇
条
の
内
の
一
つ
と
い
う
記
述
に
相
当
す
る
の
で
な
い
か
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
の
人
の
数
え
方
に
つ
い
て
は
、「（
惠
帝
）三
年
、
發
長
安
六
百
里
内
男
女
十
四
萬
六
千
人
城
長
安
。
三
十
日
罷（『
漢
書
』
惠
帝
紀
）」。
ま
た
、

同
年
「
六
月
、
發
諸
侯
王
列
侯
徒
隸
二
萬
人
城
長
安
」。
そ
し
て
、
五
年
「
春
正
月
、
復
發
長
安
六
百
里
内
男
女
十
四
萬
五
千
人
城
長
安
。
三
十
日
罷
」
と
あ
り
、

動
員
さ
れ
る
長
安
内
六
百
里
の
男
女
と
諸
侯
王
列
侯
徒
隸
を
対
象
と
し
て
、「
人
」で
数
え
ら
れ
て
い
る
。こ
の
城
作
り
は
、こ
の
年
の
九
月
に
終
了
し
、五
年「
九

月
、
長
安
城
成
。
賜
民
爵
、
戸
一
級
」
と
あ
り
、
長
安
城
落
成
に
よ
る
民
爵
の
賜
与
は
「
戶
」
ご
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
賜
民
爵
の
対
象
は
漠
然
と
し
て
い
る

が
、
労
役
が
「
人
」
で
数
え
ら
れ
、
そ
の
褒
賞
の
賜
民
爵
は
「
戶
」
ご
と
で
あ
る
。
徒
隸
は
「
戶
」
を
形
成
で
き
な
い
か
ら
除
外
で
き
る
。
恩
恵
の
付
与
は
、「
長

安
内
六
百
里
男（
女
）」
の
属
す
る
「
戶
」
を
対
象
と
し
た
と
限
定
し
得
る
。
後
世
、
顏
師
古
は
戸
ご
と
に
支
給
さ
れ
る
爵
は
そ
の
家
長（
同
所
「
師
古
曰
、
家
長

受
也
。」
と
あ
る
が
、「
家
長
」
の
語
は
秦
漢
時
代
の
文
献
に
は
登
場
し
な
い
）が
受
け
る
と
解
し
て
い
る
。
長
安
近
郊
六
百
里
の
す
べ
て
の
戸
が
対
象
と
な
っ
て
労

役
が
課
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
数
は
二
度
と
も
十
四
万
人
以
上
を
動
員
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
漢
書
』
地
理
志
で
は
前
漢
末
期
で
は
、
京
兆
尹

が
十
九
万
五
千
七
百
二
戸
、
左
馮
翊
が
二
十
三
万
五
千
一
百
一
戸
、
右
扶
風
が
二
十
一
万
六
千
三
百
七
十
七
戸
で
あ
り
、
漢
初
は
秦
の
遺
民
が
こ
れ
に
応
じ
た
も

の
と
想
像
で
き
る
。

　
「
戶
」
に
つ
い
て
、
例
え
ば
『
漢
書
』
高
帝
紀
五
年
「
夏
五
月
、
兵
皆
罷
歸
家
。
詔
曰
」
の
箇
所
に
、「
故
大
夫
以
上
賜
爵
各
一
級
、
其
七
大
夫
以
上
、
皆
令
食

邑
、
非
七
大
夫
以
下
、
皆
復
其
身
及
戶
勿
事
」
と
あ
り
、
復
除
の
対
象
者
は
本
人
と
彼
が
所
属
す
る
「
戶
」
に
限
定
し
て
い
て
、「
戶
」
ご
と
に
対
象
者
を
抽
出

選
抜
す
る
。
こ
こ
の
注
は
、
如
淳
の
言
を
引
き
、「「
復
」
の
対
象
者
は
「
事
謂
役
使
也
」
役
使
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
。
ま
た
、
こ
こ
の
「
戶
」
に
つ
い
て

は
、『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』「
法
律
答
問
」392

簡
に
は
、「
盜
及
者
它
辠
同
居
所
當
坐
」
と
あ
り
、
盜
罪
や
そ
の
他
の
犯
罪
が
立
件
さ
れ
た
場
合
、
容
疑
者
の
「
同
居
」

一
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「
家
」
字
義
考
　
─
秦
漢
期
の
同
時
代
的
な
「
家
」
概
念
─

は
緣
坐
す
る
、
と
い
う
規
定
に
続
い
て
、「
何
爲
同
居
●
戶
爲
同
居
」
と
い
う
規
定
が
あ
る
。「
戶
」
は
「
同
居
」
者
の
こ
と
。『
漢
書
』
惠
帝
紀
に
は
「
今
吏

六
百
石
已
上
、
父
母
妻
子
與
同
居
」
と
あ
る
。
こ
の
「
同
居
」
に
つ
い
て
、
師
古
注
は
、「
同
居
、
謂
父
母
、
妻
子
之
外
、
若
兄
弟
及
兄
弟
之
子
等
、
見
與
同
居

業
者
、
若
今
言
同
籍
及
同
財
也
」
と
す
る
と
こ
ろ
、「
戶
」
は
父
母
妻
子
の
外
、
兄
弟
や
兄
弟
の
子
ら
で
、「
居
業（
居
と
業
）」
を
同
じ
く
す
る
者
、
唐
代
の
語
で

は
「
同
籍
」
及
び
「
同
財
」
に
当
た
る
と
指
摘
し
て
い
る
。『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』「
金
布
律
」152

簡
で
は
「
而
死
皆
出
之
毋
責
妻
同
居
」
と
、
夫
か
ら
見
て
、
妻

と
同
居
は
別
個
に
扱
わ
れ
、「
法
律
答
問
」
簡
で
は
「
士
五
甲
毋
子
、
其
弟
子
以
爲
後
、
與
同
居
」
士
伍
甲
に
は
子
が
な
く
、
弟
の
子（
甥
）を
「
後
」
跡
継
ぎ
と

し
て
「
同
居
」
す
る
、
と
い
う
一
節
が
あ
る
。「
二
年
律
令
」
置
後
律
で
は
ま
ず
、「
同
產
相
爲
後
、
先
以
同
居
毋
同
居
乃
以
不
同
居378

」
と
あ
っ
て
、「
後
」
の

優
先
順
位
が
「
同
居
」
を
先
に
し
、「
不
同
居
」
は
後
に
な
る
。
ま
た
、「
同
產379

子
代
戸
。
代
戶
必
同
居
數380

。」
と
言
う
規
定
が
あ
り
、
父
の
相
続
者
と
し

て
直
系
が
絶
え
た
場
合
は
、「
同
產
子
」
に
「
代
戶
」
し
て
相
続
す
る
機
会
が
生
ず
る
が
、「
必
同
居
數
」、
同
居
と
同
籍
が
条
件
と
さ
れ
る
。

　

秦
律
の
「
金
布
律
」
や
「
法
律
答
問
」
の
記
事
か
ら
、「
戶
」
は
本
人
と
妻
と
同
居
の
編
成
で
構
想
さ
れ
て
い
る
。「
二
年
律
令
」
收
律174~177

簡
に
規
定
さ

れ
る
「
爲
收
」
の
規
定
に
は
緣
坐
す
る
者
た
ち
が
列
挙
さ
れ
、
情
状
に
よ
り
縁
坐
の
対
象
か
ら
外
れ
る
者
も
列
挙
さ
れ
る
。

　
「
罪
人
完
城
旦
舂
鬼
薪
以
上
、
及
坐
姦
府
者
、
皆
收
其
妻
子
財
田
宅
。174

」

　

こ
れ
が
、
庶
人
の
完
城
旦
罪
、
有
爵
者
の
鬼
薪
罪
、
姦
淫
で
腐
罪
と
な
っ
た
者
の
「
爲
収
」
の
概
要
で
、「
妻
子
財
田
宅
」
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
①
「
其
子

有
妻
夫
若
爲
戶174

」、
②
「
有
爵
及
年
十
七
以
上
」、
③
「
若
爲
人
妻
而
棄
寡
者174

毋
夫
及
爲
人
偏
妻
爲
戶175

」、
④
「
若
別
居
不
同
數
者175

」、
以
上
の
四
例

で
あ
る
。
ま
ず
①
は
、
容
疑
者
の
子
が
妻
帯
し
て
い
た
り
出
嫁
し
て
夫
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
爲
戶
（
戸
籍
登
録
）」
し
て
い
る
。
②
有
爵（

（1
（

で
あ
っ
た
り
、
十
七

歲
以
上
の
場
合
、
③
も
し
「
人
妻
」
と
な
っ
て
も
「
棄（
離
婚
）寡（
寡
婦
未
亡
人
）」
と
な
っ
た
子
女
、
そ
し
て
夫
た
る
べ
き
も
の
が
い
な
い
未
婚
婦
女
の
場
合
や
、

任
意
の
人
の
「
偏
妻
」
と
な
り
な
が
ら
「
爲
戶
」
し
て
い
る
も
の
。
④
別
居
し
て
不
同
數（
父
と
戸
籍
別
に
し
て
い
る
）で
あ
る
場
合
、
は
緣
坐
し
な
い
。「
戶
」
の

内
情
と
父
と
戸
と
の
関
係
が
問
題
で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
に
続
け
て
、
父
に
緣
坐
し
な
い
女む
す
めの
「
戶
」
に
つ
い
て
は
、
本
人（
女
）が
罪
を
犯
し
、
完
舂
刑
、
白
粲
刑

以
上
と
な
れ
ば
、「
收
」
を
執
行
す
る
が
、
こ
の
場
合
に
「
收
」
は
、
子
や
内
孫
は
対
象
と
は
せ
ず
、
財
田
宅
に
と
ど
め
る（

（1
（

な
ど
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
特
に
父

夫
の
犯
罪
に
お
け
る
妻
同
居
「
爲
收
」
の
外
縁
が
、
子
が
娶
妻
出
嫁
で
別
に
「
爲
戶
」
し
て
い
る
者
、
有
爵
者
、
十
七
歳
以
上
の
男
子
、
出
嫁
し
て
出
戻
っ
た
「
棄

一
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妻
」
や
「
寡
婦
」
で
あ
る
女
の
戸
、
別
居
し
て
戸
籍
に
記
載
の
な
い
も
の
と
い
う
条
件
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
戸
は
父
と
妻
と
同
居
で
構
成
さ
れ
、
父
夫
不
在

で
も
成
立
し
、
同
居
が
成
長
す
る
に
と
も
な
っ
て
戸
も
変
化
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
戶
」
は
、
本
人
と
妻
と
同
居
者（
子
女
）で
構
成
す
る
の
が
秦
律
漢
律
の
規
定
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
「
同
居
」
と
は
独
立
「
爲
戶
」
す
る
前
の
子

女
た
ち
と
限
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
秦
律
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
漢
で
も
「
戶
」
単
位
の
数
え
方
が
行
わ
れ
、
平
行
し
て
「
家
」
単
位
の
数
え
方

も
行
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
戶
」
で
重
要
な
規
定
が
、
父
親
の
死
葬
後
「
後
」
跡
継
ぎ
が
ま
ず
田
を
選
び
、
它
子
の
「
爲
戶
」
を
望
む
者
が
残
り
の
田
を
受
け
取
る
、
と
言
う
規
定
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
で
は
「
宅
」
が
明
記
さ
れ
な
い
が
、
父
親
生
前
中
の
分
異
「
爲
戶
」
は
、
田
宅
の
分
異
相
続
が
な
い
こ
と
が
前
提
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る（

（1
（

。「
爲
戶
」
に
つ
い
て
は
戶
律
に
は
、「
司
寇
隱
官
半
宅
欲
爲
戶
者
許
之316

戶
律
」
と
司
寇
隱
官
と
い
っ
た
刑
期
満
了
者
、
冤
罪
受
刑
者
の
場
合
で
も
、「
半
宅
」

の
受
託
を
も
っ
て
、「
爲
戶
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。「
爲
戶
」
に
関
し
て
は
「
戶
律
」
に
集
中
す
る
。「
以
次
先
後
」
と
は
爵
等
の
先
後
で
あ
り
、

「
戶
─
田
宅
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
戶
」
が
爵
制
に
基
づ
く
「
以
次
」
に
よ
っ
て
格
付
け
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。「
戶
律
」
と
「
置
後
律
」
と
は
隣
接
し
た
状
態
を
対
象
と

す
る
。
跡
継
ぎ
の
「
後
子
」
が
父
母
子
同
產
や
主
母
叚
母
か
ら
分
か
れ
、
主
母
叚
母
が
孽
子
叚
子
の
田
を
分
か
ち
、「
爲
戶
」
し
た
い
と
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
許
さ

れ
る
。「
後
子
」
と
父
母
子
同
產
主
母
叚
母
と
の
関
係
や
主
母
叚
母
と
孽
子
叚
子
の
関
係
か
ら
、
複
雑
な
過
程
が
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
必
要
に
応
じ

て
独
立
し
て
「
爲
戶
」
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（2
（

。「
家
」
は
こ
う
し
た
複
数
の
戸
に
分
離
分
解
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
戶
」
形
成
が
新
た
な
「
家
」
を
形
成
す
る
と
言

え
る
か
も
し
れ
な
い
。
子
は
父
の
「
戶
」
か
ら
分
異
し
て
「
爲
戶
」
す
る
し
、
父
の
生
前
で
も
、
子
の
求
め
に
応
じ
て
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、「
不
爲
戶
有
田
宅
附

令
人
名
及
爲
人
名
田
宅
者
」
と
い
う
行
為
、「
爲
戶
」
せ
ず
、
保
有
し
て
い
る
田
宅
を
他
人
名
義
に
し
た
場
合
、
ま
た
本
人
に
代
わ
っ
て
田
宅
の
登
記
を
し
て
し
ま

う
場
合
、「
戍
邊
二
歳
沒
入
田
宅
縣
官
」
の
処
罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
る（

（2
（

。「
爲
戶
」
し
た
際
に
田
宅
の
名
義
を
詐
っ
た
場
合
と
規
定
と
言
う
こ
と
に
な
る
。「
名
田
宅
」

以
外
に
も
、「
戶
時
」
と
い
う
時
期
規
定
に
従
っ
て
「
產
子
恆
以
戶
時
占
其
…
…
」
と
い
う
、
そ
の
年
の
新
生
児
戸
籍
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
自
占
年
」

が
基
本
の
よ
う
だ
が
、「
小
未
能
自
占
」
の
場
合
や
「
毋
父
母
同
產
爲
占
者
」
の
場
合
、
担
当
の
吏
が
比
定
す
る
こ
と
が
、
自
占
年
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

場
合
吏
が
そ
の
年
齢
を
比
定
し
て
登
録
す
る
。
自
己
申
請
で
自
分
の
子
や
同
産
の
年
齢
登
録
が
誤
っ
て
い
た
場
合
、
三
歲
以
上
の
誤
差
は
耐
罪
に
処
す
る（

（2
（

と
も
あ

る
。「
自
占
年
」
し
よ
う
と
す
る
時
点
で
の
年
齢
に
下
限
が
あ
り
、
下
限
に
触
れ
る
年
齢
で
は
父
母
同
産
の
後
見
人
身
元
保
証
人
が
必
要
で
あ
る
。

　
「
戶
時
」
の
規
定
で
は
「
恆
以
八
月
令
鄕
部
嗇
夫
吏
令
史
相
雜
案
戸
籍
」
と
あ
り
、「
郷
部
嗇
夫
吏
令
史
」、
鄕
が
戸
籍
更
新
を
毎
年
八
月
中
に
行
う（

（2
（

。
鄕
か
ら
県

一
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「
家
」
字
義
考
　
─
秦
漢
期
の
同
時
代
的
な
「
家
」
概
念
─

廷
に
上
呈
さ
れ
保
管
さ
れ
る
籍
に
は
戸
律
に
「
民
宅
園
戶
籍
・
年
細
籍
・
田
比
地
籍
・
田
命
籍
・
田
租
籍331

」
の
各
種
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
「
籍
」

と
称
す
る
も
で
、
副
本
が
作
ら
れ
県
廷
に
送
付
さ
れ
る
こ
と
、
専
用
の
筴
、
匣
匱
の
容
器
に
入
れ
、
令
丞
官
職
夫
の
印
を
し
て
緘
封
す
る（

（2
（

。

　

財
産
や
財
産
相
続
の
係
争
は
、
あ
ら
か
じ
め
交
付
さ
れ
る
「
劵
書
」
に
よ
る
こ
と
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。「
劵
書
」
が
な
け
れ
ば
こ
の
よ
う
な
訴
訟
は
受
け

付
け
な
い
。
戸
律
に
は
「
所
分
田
宅
不
爲
戶
得
有
之
至
八
月
書
戶
留
難
先
令
弗
爲
券
書335

」
と
あ
り
、
田
宅
を
分
配
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
保
持
す
る
こ
と
に
な
っ

た
ら
、
八
月
ま
で
に
「
爲
戶
」
し
て
戸
に
書
き
込
む
「
書
戶
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
あ
る
。
財
産
の
分
与
に
つ
い
て
は
、「
大
父
母
、
父
母
の
子
孫
、
同
產
、

同
產
子
」
と
あ
り
、
父
母
の
両
親
、
父
母
と
直
系
の
子
と
孫
、
父
母
の
兄
弟
と
そ
の
子（
甥
、
子
か
ら
見
れ
ば
い
と
こ
）と
の
間
で
奴
婢
、
牛
馬
羊
、
他
の
財
物
を

分
与
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（2
（

。
そ
し
て
「
輒
爲
定
籍
」
す
み
や
か
に
「
定
籍
」
籍
を
作
成
す
る
。
例
え
ば
、「
孫
が
大
父
母
と
同
居
し
て
保
養
し
て
不
善
で
あ
れ
ば
、

孫
は
外
居
さ
せ
、
大
父
母
を
そ
の（
孫
の
）室
に
居
ら
し
め
、
そ
の（
孫
の
）田
に
食
ま
し
め
る
が
、
そ
の（
孫
の
）奴
婢
を
貿
賣
し
た
り
さ
せ
な
い（
財
産
を
減
ら
す

よ
う
な
こ
と
は
さ
せ
な
い（

（2
（

。
ま
た
、
孫
が
死
ん
で
、
そ
の
母
親
が
代
わ
っ
て
「
爲
戶
」
し
た
場
合
、
決
し
て
死
ん
だ
夫
の
父
母
を
放
逐
し
た
り
、「
入
贅
」
入
り
婿

を
迎
え
た
り
、
外
道よ

り
に
そ
の
子
の
財
產
を
取
り
上
げ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い（

（2
（

。
孫
が
父
に
代
わ
っ
て
「
爲
戶
」、
孫
が
死
ん
で
母
親
が
「
代
爲
戶
」
す
る
の
は
、

夫
、
子
の
父
が
死
亡
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
人
妻
と
な
っ
て
「
爲
戶
」
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
夫
生
存
中
だ
か
ら
で
、
夫
婦
で
別
籍
は
認
め
ら

れ
な
い
。
こ
の
「
爲
戶
」
は
戸
籍
作
製
、
戸
籍
名
義
人
の
変
換
、
戸
籍
名
義
人
の
記
載
内
容
変
更
更
新
登
録
な
ど
で
、「
戶
」
の
内
容
構
成
の
変
更
更
新
も
含
む
。

期
限
は
、
毎
年
「
八
月
戶
時
」
と
限
定
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。「
戶
」
の
名
義
人
と
田
宅
の
変
更
、「
戶
」
の
更
新
と
保
全
が
重
視
さ
れ
、
行
政
上
の
的
確
な
住
民
動
向
の
情

報
源
と
見
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
本
人
死
亡
で
跡
継
ぎ
の
子
男
が
い
な
い
場
合
で
も
相
続
権
者
の
序
列
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合（

（3
（

、
戸
の
外
か
ら
入
っ
て
き
て
「
代
戶
」
と
な

る
が
、
父
も
し
く
は
母
、
父
母
が
い
な
け
れ
ば
寡（
寡
婦
）、
寡
が
い
な
け
れ
ば
女（
子
女
）、
女
が
い
な
け
れ
ば
孫
、
孫
が
い
な
け
れ
ば
耳
孫
、
耳
孫
が
い
な
い
な

ら
大
父
母
、
大
父
母
が
い
な
け
れ
ば
同
產
に
、
同
產
子
が
、
代
戶
と
な
る
。
代
戶
は
傅
籍
す
る
と
必
ず
そ
の
遺
族
と
同
居
す
る
こ
と
。
棄
妻
子
と
後
妻
子
と
と
も

に
後
継
に
関
与
で
き
な
い
こ
と
。
さ
ら
に
後
継
該
当
者
が
い
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
家
の
奴
婢
に
権
利
が
回
る
。
い
っ
た
ん
奴
婢
を
庶
人
の
身
分
に
直
し
、
律
の

規
定
に
よ
っ
て
主
の
田
宅
餘
財
を
相
続
す
る
。
奴
婢
が
多
く
て
も
「
代
戶
」
者
は
一
人
だ
け
で
あ
る（

（3
（

。
ま
た
、
女
子
が
父
母
の
後
と
な
っ
て
戸
を
相
続
し
た
場
合
、

特
に
「
出
嫁
」
し
た
娘
が
相
続
す
る
と
、
そ
の
娘
が
相
続
し
た
戸
の
田
宅
を
、
配
偶
者
の
夫
が
「
盈
」
つ
ま
り
加
分
し
て
自
分
の
田
宅
と
し
て
登
記
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
。
こ
の
一
節
は
難
解
で
あ
る
が
、
棄
妻（
離
縁
）や
夫
が
死
ん
だ
妻（
寡
婦
）は
、
子
が
な
け
れ
ば
「
復
取
以
爲
戶
」
と
父
か
ら
の
相
続
分
を
取
り
戻
し

一
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て
「
戶
」
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（3
（

。
も
し
子
を
為
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
相
続
分
は
子
に
継
承
さ
れ
る
か
ら
、
棄
妻
の
場
合
は
そ
の
財（
嫁
入
り
時
の
財
物
）

を
与
え
る
と
解
し
て
み
た
。

　

こ
れ
に
続
く
「
戶
律
」
の
記
載
は
、
次
の
よ
う
で
あ
り
、

寡
爲
戶
後
予
田
宅
比
子
爲
後
者
爵
其
不
當
爲
戶
後
而
欲
爲
戶
以
受
殺
田
宅
許
以
庶
人
予
田
宅
●
毋
子
レ
其
夫
二386

毋
子
其
夫
而
代
爲
戶
●
夫
同
產
及
子
有
與
同
居

數
者
令
毋
貿
賣
田
宅
及
入
贅
●
其
出
爲
人
妻
若
死
令
以
次
代
戶387

（「
二
年
律
令
」
戶
律
）

　
「
寡
」
は
寡
婦
の
こ
と
で
あ
り
、
彼
女
が
「
戶
後
」
と
な
っ
た
場
合
の
規
定
で
あ
る
。
こ
の
「
戶
律
」
の
相
続
規
定
は
「
戶
」
継
承
が
「
戶
」
に
付
属
す
る
家

財
利
権
の
継
承
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
爵
は
戸
ご
と
に
賜
与
さ
れ
る
。
父
の
戸
か
ら
子
の
戸
が
で
き
、
子
の
戸
が
父
の
戸
か
ら
分
離
す
る
。
父
が
死
ぬ

と
父
の
戸
は
、
同
居
し
て
い
る
は
ず
の
「
後
」
に
相
続
さ
れ
る
が
、「
後
」
と
な
る
子
が
い
な
い
場
合
、
そ
の
父
母
妻
子
同
産
の
間
で
相
続
序
列
に
従
っ
て
「
後
」

が
決
ま
る
。
お
そ
ら
く
「
歸
戶
」
と
は
「
後
子
」
に
指
定
さ
れ
た
子
の
戸
が
同
居
の
た
め
に
父
の
戸
に
吸
収
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
類
似
の
行
為
で
、
有
力
な
縁

者
が
鰥
寡
孤
児
病
老
の
縁
者
の
戸
を
吸
収
す
る
こ
と
も
想
定
し
う
る
。『
史
記
』「
孝
文
本
紀
」
に
も
、
孝
文
帝
即
位
の
年
正
月
の
賜
民
爵
で
は
「
因
賜
天
下
民
當

代
父
後
者
爵
各
一
級
」
と
跡
継
ぎ
の
子
に
各
一
級
で
あ
り
、
家
と
も
戸
と
も
言
わ
な
い
が
、
父
の
爵
を
継
ぐ
者
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
帝
紀
、
二
年
十
一
月
の
こ
と
「
漢
王
還
歸
、
都
櫟
陽
、
使
諸
將
略
地
、
拔
隴
西
。
以
萬
人
若
一
郡
降
者
、
封
萬
戶（

（3
（

」
と
あ
る
。
師
古
は
、「
萬
人
」
も

し
く
は
郡
を
降
し
た
場
合
に
「
封
萬
戶
」
と
称
し
て
い
て
、「
萬
戶
」
は
一
郡
攻
略
の
功
績
に
対
す
る
褒
賞
と
す
る
。
隴
西
地
区
は
、
一
郡
が
一
万
人
と
称
さ
れ

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
領
民
の
単
位
と
し
て
は
、
文
帝
紀
四
年
、「
夏
五
月
、
復
諸
劉
有
屬
籍
、
家
無
所
與
。
賜
諸
侯
王
子
邑
各
二
千
戶
」
と
も
あ
り
、
千
戸
、

万
戸
で
数
え
ら
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
文
帝
紀
、
十
二
年
の
条
に
、

又
曰
、「
孝
悌
、
天
下
之
大
順
也
。
力
田
、
爲
生
之
本
也
。
三
老
、
衆
民
之
師
也
。
廉
吏
、
民
之
表
也
。
朕
甚
嘉
此
二
三
大
夫
之
行
。
今
萬
家
之
縣
、
云
無
應
令
、

豈
實
人
情
。
是
吏
舉
賢
之
道
未
備
也
。
其
遣
謁
者
勞
賜
三
老
、
孝
者
帛
人
五
匹
、
悌
者
、
力
田
二
匹
、
廉
吏
二
百
石
以
上
率
百
石
者
三
匹
。
及
問
民
所
不
便
安
、
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而
以
戶
口
率
置
三
老
孝
悌
力
田
常
員
、
令
各
率
其
意
以
道
民
焉
。（『
漢
書
』
巻
四
文
帝
紀
）」

「
今
萬
家
之
縣
」
と
あ
っ
て
、
縣
の
規
模
を
「
萬
家
」
と
借
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
県
の
規
模
、
封
邑
の
規
模
を
表
す
の
に
「
戶
」
と
「
家
」
と
は
混
同
さ

れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
意
識
的
に
使
い
分
け
が
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
徙
民
に
関
し
て
の
呼
称
は
、
高
帝
紀
九
年
十
一
月
の
条
に
、「
徙
齊
楚
大
族
昭
氏
、

屈
氏
、
景
氏
、
懷
氏
、
田
氏
五
姓
關
中
、
與
利
田
宅（『
漢
書
』
巻
一
高
帝
紀
）。」
と
あ
り
、
斉
楚
の
大
族
五
姓
の
徙
民
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
家
」
単
位
で
あ
っ

た
の
か
「
戸
」
で
あ
っ
た
の
が
明
記
が
な
い
が
、「
與
利
田
宅
」
と
「
家
室
」「
戸
」
に
直
結
す
る
資
産
が
保
証
さ
れ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

以
上
「
家
」
が
単
位
と
し
て
登
場
す
る
の
は
、
高
帝
紀
、
二
年
「
春
正
月
」
の
条
、「
關
中
卒
從
軍
者
、
復
家
一
歲
。」
の
家
ご
と
に
一
歲
と
あ
る
が
、
別
所
で
は
、

『
漢
書
』
高
帝
紀
五
年
「
夏
五
月
、
兵
皆
罷
歸
家
。
詔
曰
」
の
箇
所
に
、「
故
大
夫
以
上
賜
爵
各
一
級
、
其
七
大
夫
以
上
、
皆
令
食
邑
、
非
七
大
夫
以
下
、
皆
復
其

身
及
戶
勿
事
」
と
あ
り
、
復
除
の
対
象
者
が
本
人
と
彼
が
所
属
す
る
「
戶
」
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
注
は
、「
復
其
身
及
戶
勿
事
」
と
あ
り
、「
事
謂
役
使
也
」、
つ

ま
り
、
役
使
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
如
淳
の
言
を
引
く
。「
復
家
一
歲
」
の
「
家
」
と
「
復
其
身
及
戶
」
の
「
戶
」
と
は
同
じ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。「
家
」
は
父
母

あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
か
ら
、
子
が
分
異
す
る
前
の
父
の
戶
な
ら
ば
、
子
か
ら
見
て
父
の
「
戶
」
を
「
家
」
と
は
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
帝
国
形
成
か
ら
そ
の

全
盛
期
に
か
け
て
、
行
政
上
の
「
戶
口
」
に
よ
る
把
握
が
行
わ
れ
、「
家
」
に
よ
る
地
域
把
握
、
規
模
把
握
は
後
退
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
「
戶
律
」
の
規
定

の
充
実
ぶ
り
は
、「
家
」
よ
り
も
「
戶
」
を
優
先
し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
戸
を
単
位
と
し
て
、
父
戸
の
爵
や
家
室
を
後
子
が
相
続
す
る
こ
と
を
明
文
化

し
た
こ
と
で
、「
家
」
の
持
つ
諸
特
性
が
、
戸
に
移
行
し
た
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

三　
「
歸
家
」
の
「
家
」
に
つ
い
て

　

父
の
既
得
の
田
宅
妻
子
臣
妾
衣
器
畜
産
は
、「
戶
」
毎
に
簿
に
記
録
さ
れ
て
行
政
に
掌
握
さ
れ
る
。
父
の
死
去
に
よ
る
世
代
交
代
は
「
戶
」
の
相
続
と
い
う
大
事

を
迎
え
る
。『
張
家
山
漢
簡
』「
戶
律
」
で
は
「
戶
」
の
首
者
父
に
つ
い
て
や
妻
子
田
宅
臣
妾
衣
器
畜
産
に
つ
い
て
、
種
々
の
規
定
が
明
文
化
さ
れ
て
お
り
、
前
述
の

よ
う
に
、
父
子
間
の
相
続
規
定
の
内
容
を
概
観
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、「
家
」
に
つ
い
て
の
明
確
な
規
定
は
な
い
。
関
連
語
の
「
家
室
」
や
「
家
罪
」
な

ど
か
ら
類
推
す
る
ほ
か
は
な
い
。
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ま
ず
、「
家
」
は
『
說
文
解
字
』
で
は
、「
家
、
居
也
。
从
宀
豭
省
聲
。」
と
あ
り
、
居（
ま
た
は
凥
）が
「
家
」
の
義
で
あ
る
。
劉
邦
の
舅
に
な
る
呂
公
の
「
因
家
」

に
つ
い
て
、「
單
父
人
呂
公
善
沛
令
、
辟
仇
、
從
之
客
、
因
家
焉（

（3
（

」
と
あ
っ
て
、
故
郷
を
「
辟
仇
」
を
理
由
に
離
れ
、
旧
交
の
あ
っ
た
沛
公（
沛
県
令
）を
頼
っ
て
沛

縣
に
移
住
し
「
客
」
遇
の
身
と
な
っ
た
が
、
こ
こ
に
家
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
客（
容
客
、
客
遇
）」
と
い
う
契
機
に
よ
る
「
因
家
」
の
意
が
窺
え
る
。
戸
ご

と
の
傅
籍
は
あ
っ
て
も
、「
家
」
ご
と
の
傅
籍
は
不
明
で
あ
る
。『
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』「
日
書
」
で
は
、
庶
民
の
個
人
的
移
動
、「
客
」「
奇
」
の
受
容
が
占
の
話
題

と
な
る
。「
日
書
」
で
は
、「
客
」「
寄
」
と
い
う
行
為
が
、
主
家
に
吉
を
も
た
ら
す
兆
し
と
な
る
か
、
主
家
を
乗
っ
取
る
よ
う
な
凶
の
兆
し
と
な
る
か
に
言
及
す
る
と

こ
ろ
が
あ
る（

（3
（

。
吉
で
あ
れ
ば
、
該
地
の
地
縁
の
支
持
、
郷
党
有
力
者
に
保
護
に
頼
っ
て
「
家
」
を
為
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。「
家
」
と
は
ど
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

越
王
句
践
に
仕
え
た
范
蠡
に
つ
い
て
、「
居
家
則
致
千
金
、
居
官
則
至
卿
相（『
史
記
』
卷
四
十
一
越
王
句
踐
世
家
）」
と
称
さ
れ
る
の
は
、
家
業
に
専
念
し
て
繁

栄
を
招
い
た
私
的
な
「
家
居
」
の
暮
ら
し
と
、
吏
と
し
て
高
位
を
極
め
た
公
的
な
「
居
官
」
の
暮
ら
し
の
二
面
で
の
大
成
功
の
こ
と
で
あ
る
。「
家
居
」
の
面
に
つ

い
て
は
、
次
男
の
訴
訟
を
め
ぐ
る
逸
話
が
あ
る
。「
家
有
長
子
曰
家
督
」
で
あ
る
長
男
は
、
范
蠡
の
跡
継
ぎ
に
確
定
し
て
い
る
が
、
彼
の
正
直
で
倹
約
的
な
処
世
観

が
、
釈
放
を
期
待
し
て
い
た
弟
の
訴
訟
に
破
れ
る
帰
結
と
な
っ
た
故
事
で
あ
る
。
こ
の
物
語
の
中
で
「
家
―
父
―
長
子
」
の
関
係
の
相
続
者
と
し
て
の
長
子
の
基

軸
に
「
家
」
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
。

　
『
呉
子
』
に
は
、「
有
死
事
之
家
、
歲
使
使
者
勞
賜
其
父
母
、
著
不
忘
于
心（『
呉
子
』
勵
士
）」
と
言
う
記
載
が
あ
り
、「
死
事
之
家
」
と
言
う
形
で
、
戦
争
功
績
者

の
「
家
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
功
績
の
顕
彰
が
、「
以
賜
從
軍
死
事
者
家（『
史
記
』
巻
百
二
十
汲
鄭
列
傳
）」
と
、
従
軍
し
て
戦
死
し
た
者
の
「
家
」
の
遺
族

に
恩
典
褒
賞
を
賜
与
す
る
。
国
の
慶
事
に
と
も
な
う
賜
爵
賜
牛
酒
な
ど
で
は
、
賜
与
は
秦
漢
時
代
で
は
「
戸
」
単
位
、
鄕
里
ご
と
に
ま
と
め
て
行
わ
れ
た
。
恩
典

賜
与
は
、
当
然
「
戶
」
の
首
者
が
拝
受
す
る
は
ず
だ
が
、
該
当
者
が
戦
死
し
て
い
る
場
合
で
は
、「
戸
」
の
受
け
る
分
を
「
父
母
」
が
受
領
す
る
と
言
う
の
で
は
な

い
か
。
こ
れ
を
「
家
」
ご
と
の
賜
与
と
称
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
家
」
は
主
柱
と
な
る
人
物
を
中
心
に
形
成
さ
れ
る
。

　

高
祖
六（B.C.201

）年
の
条
、「
高
祖
五
日
一
朝
太
公
、
如
家
人
父
子
禮（『
漢
書
』
巻
一
高
帝
紀
）」
と
と
あ
り
、
劉
邦
が
、
五
日
に
一
度
、
父
親
太
公
に
朝
拝
す

る
と
い
う
記
事
か
ら
、「
家
」
で
は
、
劉
邦
は
父
太
公
に
対
し
て
同
居
す
る
「
家
人
」
が
行
な
う
父
へ
の
拝
礼
を
行
っ
て
い
た
と
言
う
。「
家
人
」
と
い
う
括
り
で
は
、

「
家
」は
父
が
子
の
拝
礼
を
受
け
る
家
礼
の
場
で
あ
り
、萬
石
君
の
父
子
同
居
も
家
礼
の
実
例
と
し
て
貴
重
な
証
言
と
な
る（『
漢
書
』巻
四
十
六
萬
石
衞
直
周
張
傳
）。

萬
石
君
こ
の
礼
に
よ
る
父
子
の
結
び
つ
き
が
「
家
」
の
基
本
と
言
う
こ
と
だ
ろ
う
。
父
を
中
心
に
、
家
人
が
一
体
と
な
っ
て
行
う
祭
り
が
「
家
祠（
祀
）」
と
言
う
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事
に
な
る
。

　
「
封
診
式
」
毒
言
に
、「
丙
家
節
有
祠
召
甲
二
等
二
不
肯
來673

亦
未
嘗
召
丙
飮
レ（『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
封
診
式673~674

）」
と
あ
り
、
こ
の
「
家
節
有
祠
」
そ
の

家
に
祠
祀
が
れ
ば
各
家
の
伝
統
格
式
に
し
た
が
っ
て
祭
祀
儀
礼
が
行
わ
れ
、
近
隣
の
「
他
家
」
が
こ
の
「
家
」
の
祭
祀
に
連
な
る
こ
と
で
連
帯
感
を
強
め
た
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
里
ご
と
に
も
「
里
節
有
祠
丙
與
里
人
及
甲
等
會
飮
食
皆
莫
肯
與
丙
共
桮
器
甲
等（
同674

）」
と
里
ご
と
の
祭
祀
の
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。「
里
節
有
祠
」
と
あ
る
村
の
祠
祀
で
は
、「
里
」
の
構
成
「
家
」
の
が
す
べ
て
出
て
の
共
同
祭
祀
で
、
成
員
の
全
員
参
画
の
大
切
な
行
事
で
あ
る
。
某
「
家
」

の
祭
祀
に
近
隣
の
「
家
」
が
参
画
し
、
共
同
の
里
祠
に
は
里
を
構
成
す
る
各
「
家
」
が
共
催
で
祭
祀
を
行
う
。
祠
に
関
す
る
参
画
共
催
は
「
家
」
を
単
位
と
し
て

い
る
。

　

商
鞅
変
法
に
よ
り
秦
で
実
施
さ
れ
た
什
伍
連
座
は
「
令
民
爲
什
伍
、
而
相
收
司
連
坐（『
史
記
』
巻
六
十
八
商
君
列
傳
）」
は
、
漢
帝
国
に
も
継
承
さ
れ
尹
賞
伝

に
「
名
爲
虎
穴
、
乃
部
戶
曹
掾
史
、
與
鄕
吏
亭
長
里
正
父
老
伍
人
、
雜
舉
長
安
中
輕
薄
少
年
惡
子（『
漢
書
』
巻
九
十
酷
吏
傳
）」
と
見
え
る
よ
う
に
、
軽
薄
少
年

や
悪
子
取
り
締
ま
り
に
郷
吏
亭
長
里
正
父
老
と
並
ん
で
「
伍
人
」
が
登
場
す
る
。
顔
師
古
は
こ
の
伍
人
に
注
し
て
、「
五
家
爲
伍
、
伍
人
者
、
各
其
同
伍
之
人
也
」

と
言
う
、「
五
家
」
が
伍
を
形
成
す
る
と
す
る
。
同
伍
の
「
五
家
」
が
伍
を
組
み
、
そ
の
伍
を
同
じ
く
す
る
「
家
」
の
主
が
「
伍
人
」
で
あ
る
、
と
解
す
る
。
同
「
法

律
答
問
」
で
は
「
何
謂
四
鄰
」
の
条
に
、「
可
謂
四
二
鄰
二
卽
伍
人
謂
殹469

」
と
あ
り
、「
四
鄰
」
と
は
「
伍
人
」
の
こ
と
と
も
答
え
て
い
る
。
こ
の
「
同
伍
」
は
「
家
」

を
単
位
と
し
て
編
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。「
伍
」
の
原
形
は
『
史
記
』
巻
三
十
二
斉
太
公
世
家
に
「
高
傒
修
鄰
國
政
、
連
五
家
」
と
あ
る
。
管
仲
の
起
草
と
さ
れ
る

「
連
五
家
」
で
あ
り
、
集
解
は
『
國
語
』
を
引
い
て
、「
管
子
制
國
五
家
爲
軌
、
軌
十
爲
里
、
四
里
爲
連
、
十
連
爲
鄕
、
以
爲
軍
令
」
と
説
明
す
る
。「
五
家
一
軌
」

も
「
家
」
を
単
位
と
し
て
い
る
。
春
秋
時
代
で
は
、「
家
」
と
言
え
ば
卿
大
夫
の
身
分
の
「
家
」
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
当
時
大
夫
家
が
ど
れ
く
ら
い

あ
っ
た
か
、
な
ど
と
考
え
る
と
、
爵
制
に
基
づ
く
秦
漢
什
伍
制
度
は
、『
管
子
』
に
な
ぞ
ら
え
た
そ
の
亜
流
で
は
な
い
の
か
、
と
思
え
る
。『
史
記
』
巻
三
十
三
魯
周

世
家
で
は
「
三
家
共
伐
公
、
公
遂
奔
。」
と
あ
る
。
こ
の
「
三
家
」
と
は
、
魯
の
昭
公
を
伐
っ
た
孟
孫
叔
孫
季
孫
の
三
桓
氏
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
同
「
秦
律
十
八
種
」
傅
律
で
は
、「
二
甲
典
老
弗
告
各
一
甲
伍
人
戸
一
盾
皆
〓
［
西
大
卩
］
之
●
傅
律361

」、
戸
籍
上
の
業
務
方
法
や
記
録
事
実
に
不
正

が
あ
っ
た
場
合
に
伍
人
は
「
家
」
ご
と
で
は
な
く
、「
戶
」
ご
と
に
一
盾
の
罰
金
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。「
五
家
」
で
「
伍
」
を
作
り
、
罰
則
は
「
戶
」
ご
と
に
徴
収

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
法
律
答
問
」
該
所
で
整
理
小
組
の
現
代
語
訳
で
は
、「
家
」
と
「
戶
」
を
混
淆
し
て
い
て
、「
戶
」
ご
と
一
盾
の
罰
則
を
、「
每
家
罰
一
盾
」

と
解
し
て
い
て
、「
戶
」
と
「
家
」
の
書
き
違
え
に
拘
り
が
な
い
。

一
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「
二
年
律
令
」
戶
律
の
よ
う
に
、「
戶
」
の
規
定
が
明
文
化
さ
れ
る
と
、
明
文
化
の
な
い
「
家
」
に
つ
い
て
も
ど
う
扱
っ
た
ら
良
い
か
。「
戶
」
に
比
べ
、「
家
」
は
個
々

に
個
性
的
な
あ
り
か
た
を
示
す
。
始
皇
は
「
今
天
下
已
定
、
法
令
出
一
、百
姓
當
家
則
力
農
工
、
士
則
學
習
法
令
辟
禁（『
史
記
』
卷
六
秦
始
皇
本
紀
）」
と
制
し
、「
百

姓
」
は
も
し
出
仕
せ
ず
に
「
當
家
」
す
る
な
ら
、
当
然
農
工
に
励
む
べ
し
と
の
こ
と
。
出
仕
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
法
令
禁
辟
を
学
習
す
る
べ
し
、
と
言
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
が
も
し
「
夫
諸
侯
而
驕
人
則
失
其
國
、
大
夫
而
驕
人
則
失
其
家（『
史
記
』
卷
四
十
四
魏
世
家（

（3
（

）」
と
あ
る
よ
う
に
、
諸
侯
王
の
身
で
、
あ
る
い
は
大

夫
の
身
で
、
人
に
驕
り
高
ぶ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
国
や
「
家
」
そ
の
も
の
の
存
続
が
危
う
く
な
る
と
戒
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
諸
侯
の
「
國（
邦
）」
に
対
応

し
て
大
夫
の
「
家
」
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
。
国
も
家
も
、
適
切
な
方
針
と
的
確
な
経
営
を
心
得
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
魏
文
公
が
良
相
冊
立
を
里
克
に
尋
ね

た
と
き
の
『
家
貧
則
思
良
妻
、
國
亂
則
思
良
相（
同
上（

（3
（

）』
の
言
に
伺
え
る
。「
家
」
が
貧
で
あ
れ
ば
良
妻
を
思
う
と
は
、「
家
」
の
切
り
盛
り
と
し
て
婦
人
の
尽
力
が

欠
か
せ
な
い
こ
と
、「
家
」
は
夫
だ
け
で
は
立
た
ず
、「
婦
」
を
娶
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
陳
嬰
の
母
は
寡
婦
の
立
場
で
、「
謂
嬰
曰
、「
自
我
爲

汝
家
婦
、
未
嘗
聞
汝
先
古
之
有
貴
者
。
今
暴
得
大
名
、
不
祥
。
不
如
有
所
屬
、
事
成
猶
得
封
侯
、
事
敗
易
以
亡
、
非
世
所
指
名
也（『
史
記
』
卷
七
項
羽
本
紀
第
七
）」

と
言
い
陳
家
の
婦
と
な
り
家
の
切
り
盛
り
を
し
て
き
た
経
験
か
ら
、
先
代
に
高
い
身
分
に
就
い
た
者
は
な
く
、
今
急
に
「
大
名
」
を
称
す
る
の
は
不
祥
と
、
陳
嬰

に
忠
告
す
る
。
そ
れ
は
、
民
衆
に
推
戴
さ
れ
る
息
子
陳
嬰
に
、
伝
来
の
家
業
に
鑑
み
、
自
重
す
る
よ
う
に
諭
す
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
魯
周
公
世
家
に

『
詩
』
毋
逸
篇
を
引
い
て
「
爲
人
父
母
、
爲
業
至
長
久
、
子
孫
驕
奢
忘
之
、
以
亡
其
家
、
爲
人
子
可
不
愼
乎（『
史
記
』
卷
三
十
三
魯
周
公
世
家（

（3
（

）」
と
い
う
。
人
の

父
母
と
為
り
て
は
、
家
業
を
長
久
に
致
し
め
よ
う
と
す
る
の
が
当
た
り
前
。
し
か
し
、
子
孫
が
、
驕
奢
に
し
て
こ
れ
を
忘
れ
れ
ば
、
そ
の
家
を
滅
ぼ
す
こ
と
に
な

る
。
人
の
子
と
為
り
て
は
慎
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
と
歌
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
後
に
現
実
と
な
り
、
魯
公
家
は
「
爲
家
人
、
魯
絕
祀（

（3
（

。」
と
な
る
。

「
家
人
」
と
な
り
祭
祀
の
主
催
権
を
失
う
か
ら
「
祀
」
が
絶
え
、「
家
祠
」
も
滅
ぶ
の
で
あ
り
、
そ
れ
で
魯
の
祭
り
ご
と
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
夫
の
い
な
い
「
家
」
も
あ
り
、
そ
れ
は
寡
婦
棄
妻
の
場
合
で
あ
り
、
彼
女
が
「
贅
壻
」
を
迎
え
る
こ
と
で
維
持
で
き
る
場
合
も
あ
っ
た
。『
史
記
』
卷
六　

秦
始
皇
本
紀
「
三
十
三
年
、
發
諸
嘗
逋
亡
人
贅
壻
」
と
は
、
集
解
が
臣
瓚
の
言
を
引
き
、「
贅
、
謂
居
窮
有
子
、
使
就
其
婦
家
爲
贅
壻
」
と
説
明
し
、
そ
の
婦
の
「
家
」

に
就
い
て
「
贅
壻
」
と
な
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
家
」
の
場
合
、
婦
が
「
家
」
の
中
心
と
な
る
。

　
「
家
」
は
、
そ
の
中
心
に
「
家
祠
」
と
そ
の
祭
り
を
主
催
す
る
父
が
い
て
、
外
か
ら
「
婦
」
を
娶
り
「
家
」
の
切
り
盛
り
を
任
せ
、
ま
た
夫
婦
の
間
に
子
を
も

う
け
火
継
ぎ
と
す
る
。
侯
伯
大
夫
が
そ
の
位
を
失
う
と
「
家
人
」
と
な
る
。
家
人
に
は
宗
家
の
祭
祀
を
取
り
仕
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
「
絕
祀
」
と
い

う
の
で
あ
ろ
う
。
仕
官
し
て
吏
と
な
る
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
如
淳
の
、「
家
業
世
世
相
傳
爲
疇
。
律
、
年
二
十
三
傅
之
疇
官
、
各
從
其
父
學（

（4
（

」
と
あ
る
と
こ
ろ

二
〇



「
家
」
字
義
考
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─

に
落
ち
着
く
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
出
仕
す
れ
ば
、
父
の
後
を
継
ぐ
に
し
て
も
「
家
」
を
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。「
居
吏
」「
在
官
府
」
は
そ
の
意
味
で
重
要
と
な

り
、
爵
の
官
職
対
応
、
爵
身
分
の
尊
重
も
そ
れ
な
り
に
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

劉
邦
の
沛
縣
の
下
吏
で
あ
っ
た
こ
ろ
、「
高
祖
嘗
告
歸
之
田
」
の
記
事
が
あ
り
、
相
者
の
予
祝
の
よ
う
な
話
へ
と
続
く
。『
史
記
』
の
記
載
で
は
、「
呂
后
與
両
子
居

田
疇
耨
」、
呂
后
が
二
人
の
子
と
農
作
業
中
老
父
が
呂
后
と
二
子
の
人
相
を
観
た
と
い
う
話
で
、
劉
邦
は
そ
の
直
後
に
「
旁
舍
」
か
ら
出
て
く
る
「
高
祖
適
從
旁

舍
來
」。
記
事
に
は
季
節
に
つ
い
て
書
か
れ
な
い
が
、
農
繁
期
で
家
中
が
協
力
し
て
農
事
に
従
事
し
て
い
た
の
に
高
祖
は
旁
舍
に
い
た
。「
在
家
室
民
里
中
」
里
中

に
い
な
か
っ
た
か
ら
、「
告
歸
之
田
」
と
記
載
も
頷
け
る
。
劉
邦
が
「
告
歸
之
田
」
と
言
う
の
は
、
東
海
郡
卒
史
師
饒
の
「
宿
舍
」
と
「
宿
家
」
の
二
重
生
活
と
同

じ
よ
う
に
、
出
仕
先
の
泗
水
亭
長
の
亭
と
彼
の
「
宿
家
」
す
べ
き
「
家
」
と
の
間
を
規
定
に
従
っ
て
往
来
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

沛
に
反
乱
軍
が
迫
っ
た
と
き
、
劉
邦
は
「
今
父
老
雖
爲
沛
令
守
、
諸
侯
並
起
、
今
屠
沛
。
沛
今
共
誅
令
、
擇
子
弟
可
立
者
立
之
、
以
應
諸
侯
、
卽
家
室
完
。
不

然
、
父
子
倶
屠
、
無
爲
也（『
史
記
』
巻
八
高
祖
本
紀
』）」
と
選
択
を
迫
る
。
沛
の
父
老
た
ち
に
「
室
家
完
」
か
「
父
子
倶
屠
無
爲
」
か
の
二
者
択
一
で
あ
る
。『
漢

書
』
高
帝
紀
は
「
室
家
」
に
作
る
。
高
祖
本
紀
の
「
家
室
」
の
倒
置
で
、
こ
の
異
同
に
つ
い
て
注
に
説
明
は
な
い
。
と
も
か
く
も
「
家
室（
室
家
）完
」
で
あ
れ
ば

「
父
子
倶
生
有
爲
」
で
あ
る
は
ず
。
劉
邦
は
「
吾
非
敢
自
愛
、
恐
能
薄
、
不
能
完
父
兄
子
弟
」
と
謙
遜
し
な
が
ら
、
問
題
点
が
沛
全
体
の
「
完
父
兄
子
弟
」
で
あ

る
こ
と
を
示
す
。
つ
ま
り
は
「
家
室（
室
家
）」
と
は
沛
の
「
父
子
倶
生
」「
完
父
兄
子
弟
」
で
あ
る
。

　

こ
の
「
家
室（
室
家
）」
は
、
漢
王
二
年
の
夏
四
月
、
彭
城
の
攻
防
に
破
れ
て
敗
走
中
、
高
祖
本
紀
は
「
漢
王
之
敗
彭
城
而
西
、
行
使
人
求
家
室
、
家
室
亦
亡
、

不
相
得
。
敗
後
乃
獨
得
孝
惠
」
と
あ
り
、
逃
走
中
に
沛
付
近
を
通
過
し
た
と
き
、
沛
に
残
し
た
自
分
の
「
室
家
」
を
捜
索
さ
せ
た
。
し
か
し
、「
室
家
」
は
す
で
に

自
主
的
に
退
去
逃
亡
し
て
い
て
、
孝
惠
魯
元
の
二
子
を
救
出
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
者
た
ち
と
は
合
流
で
き
な
か
っ
た
。
か
つ
て
「
亡
賴
」
で
あ
っ
た
、

劉
邦
は
確
実
に
「
家
」
を
形
成
し
て
お
り
、
沛
の
父
兄
子
弟
と
と
も
に
暮
ら
す
「
室
家（
家
室
）」
を
伴
っ
て
い
た
。「
家
」
は
「
家
室（
室
家
）」
と
し
て
把
握
さ
れ
、

父
子
を
軸
に
し
た
妻
子
父
母
臣
妾
の
人
間
関
係
に
妻
媵
田
宅
衣
器
畜
産
の
家
財
と
一
括
り
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
地
域
社
会
の
他
家
の
父
兄
子
弟
と
相
伍
す

る
。

　
「
家
」
と
は
、「
戶
」
が
賦
税
の
付
加
や
恩
典
の
賜
与
の
単
位
と
し
て
機
能
す
る
政
治
経
済
的
性
格
で
あ
る
こ
と
か
ら
離
れ
た
、
生
来
的
紐
帯
感
と
地
域
協
業
の

不
文
律
で
結
び
つ
い
た
人
間
関
係
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
劉
邦
が
沛
の
父
老
た
ち
に
迫
っ
た
決
断
は
、
事
が
成
ら
な
か
っ
た
と
き
「
秦
種
族
其
家
」
と
な
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
劉
邦
が
挙
げ
た
「
室
家
完
」
の
状
態
と
「
父
子
倶
屠
無
爲
」
あ
る
い
は
「
不
能
完
父
兄
子
弟
」
と
は
、
勝
ち
抜
い
て
生
き
残
る
か
、「
家
」
ご
と
が
族
刑

二
一
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と
な
り
、
反
乱
参
加
者
の
「
家
室
（
室
家
）」
や
そ
れ
に
関
係
す
る
人
を
誅
殺
さ
れ
る
か
、
で
あ
る
。
だ
か
ら
、「
蕭
、
曹（
等（
高
帝
紀
に
無
し
））皆
文
吏
、
自
愛
、

恐
事
不
就
、
後
秦
種
族
其
家
、
盡
讓
高
祖
。（（『
史
記
』
高
祖
本
紀
、『
漢
書
』
高
帝
紀
）」
反
乱
が
失
敗
し
た
と
き
の
こ
と
を
憂
慮
し
て
当
時
の
有
力
吏
蕭
何
曹
参

は
遠
慮
し
て
劉
邦
に
譲
っ
た
と
書
か
れ
る
。
こ
の
「
秦
種
族
其
家
」
の
一
節
、
師
古
は
、「
誅
及
種
族
也
」
と
し
て
、「
種
族
」
の
根
拠
を
示
さ
ず
に
、「
誅
」
が
「
種

族
」
に
及
ぶ
こ
と
、
族
滅
す
る
の
意
と
す
る
。「
種
」
に
は
殺
や
滅
の
意
は
な
い
。『
史
記
』
の
三
家
注
も
、
王
先
謙
『
漢
書
補
注
』
も
触
れ
て
い
な
い
。
師
古
の
「
誅

す
こ
と
種
族
に
及
ぶ
」
を
是
と
す
る
。「
其
家
」
と
は
、
反
乱
の
首
謀
者
に
組
し
た
沛
の
父
兄
子
弟
の
「
家
」
で
あ
り
、「
族
滅
」
の
処
罰
を
受
け
る
こ
と
を
恐
れ
た
。

項
羽
の
言
に
「
乃
曰
、
懷
王
者
、
吾
家
所
立
耳
、
非
有
功
伐
、
何
以
得
專
主
約
。
本
定
天
下
、
諸
將
與
籍
也（『
漢
書
』
高
帝
紀
）」
と
あ
る
が
、
あ
る
意
味
、
項

羽
の
「
吾
家
」
は
我
が
一
党
の
意
に
近
い
。

　

で
は
、「
家
辠
」
あ
る
い
は
「
家
罪
」
に
つ
い
て
、
こ
の
犯
罪
は
、
本
来
「
非
公
室
告
」
の
「
家
罪
」
と
呼
ば
れ
る
父
の
教
令
権
の
下
の
「
家
」
で
起
こ
っ
た
秦

漢
法
令
の
治
外
法
の
扱
い
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
家
人
の
告
訴
を
禁
じ
ら
れ
て
い
る
父
親
の
犯
罪
、
父
親
が
黙
認
し
た
子
奴
婢
の
父
主
に
対
す
る
犯

罪
は
、
事
件
現
場
の
「
室
」
を
特
定
す
る
こ
と
す
ら
必
要
と
し
な
い
。「
子
告
父
母
臣
妾
告
主
非
公
室
告
勿
聽
●
可
謂
非
公
室
告
●
主
擅
殺
刑
髡
其
子
臣
妾
是
謂
非

公
室
告
勿
聽
而
行
告
二
者
（
二
）
辠
二
已
行
它
人
有474　

襲
其
告
告
之
亦
不
當
聽475

」。「
子
告
父
母
」「
臣
妾
告
主
」
と
い
う
告
訴
が
「
非
公
室
告
」
と
呼
ば
れ
る
。

こ
の
条
で
は
「
父
が
そ
の
子
や
臣
妾
を
擅
殺
し
髡
刑
に
処
す
こ
と
」
が
非
公
室
告
と
さ
れ
る
。
非
公
室
告
を
行
っ
た
者
に
、
具
体
的
に
は
父
親
の
行
な
っ
た
自
家

の
息
子
臣
妾
に
対
す
る
擅
殺
刑
髡
な
ど
、
国
法
に
基
づ
か
な
い
刑
罰
処
罰
に
つ
い
て
、
子
や
臣
妾
が
告
訴
し
た
場
合
、
こ
れ
告
訴
を
「
非
公
室
告
」
と
し
て
扱
う
。

告
訴
不
受
理
、
告
訴
自
体
を
却
下
し
て
し
ま
う
。
ま
た
、「
告
者
辠
」
を
適
用
し
て
息
子
臣
妾
を
立
件
し
処
罰
す
る
。
他
人
が
子
の
告
訴
を
踏
襲
し
て
訴
え
て
も
「
不

當
聽
」
門
前
払
い
に
す
る
の
で
あ
る
。「
公
室
」
と
は
秦
王
室
で
あ
り
、「
家
室
」
の
対
語
に
あ
た
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

ま
た
、「「
家
人
之
論
父
時
家
辠
殹
父
死
而
捕
告
之
勿
聽
可
謂
家
二
辠
二
者
父
殺
傷
人
及
奴
妾
父
死
而
告
之
勿
治476

」。「
家
人
の
父
の
存
命
中
の
家
辠
に
つ
い
て
論

ず
」
と
は
、
何
を
「
家
辠
」
と
い
う
の
か
。
父
が
死
去
し
て
存
命
中
の
家
罪
を
被
告
を
拘
引
し
て
告
訴
し
て
も
、「
不
聽
」
で
立
件
し
な
い
。
告
訴
を
立
件
し
な
い

の
は
、
父
の
存
命
中
の
「
家
辠
」
は
、
父
の
独
自
の
裁
量
で
完
了
し
て
い
る
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
る
。「
家
辠
」
は
家
の
主=

父
の
家
人
に
対
す
る
体
罰
刑
罰
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
条
後
半
に
は
、
父
が
人
及
び
奴
妾
を
殺
傷
し
た
こ
と
を
父
の
死
後
に
な
っ
て
、
不
特
定
者
が
父
の
生
前
の
家
庭
内
で
行
な
っ
た
体
罰
刑

罰
を
犯
罪
と
し
て
告
訴
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
葆
子
以
上
未
獄
而
死
若
已
葬
而
誧
告
之
亦
不
當
聽
治
勿
收
皆
如
家
辠477

」。「
葆
子
」
は
有
爵
者
の

呼
称
で
あ
る
が
、
有
爵
者
を
被
告
と
す
る
未
獄
案
件
で
、
被
告
容
疑
者
が
立
件
以
前
に
死
亡
し
た
り
、
す
で
に
死
ん
で
い
て
葬
儀
も
終
わ
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
、

二
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「
家
」
字
義
考
　
─
秦
漢
期
の
同
時
代
的
な
「
家
」
概
念
─

「
誧
告
」
し
て
も
、「
家
辠
」
と
同
様
の
対
処
を
し
て
「
不
當
聽
治
」
と
し
、
妻
子
臣
妾
衣
器
畜
產
に
対
す
る
「
收
」
差
し
押
さ
え
も
行
わ
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、「
も
う
一
つ
の
家
辠
」、
父
子
同
居
者
の
父
存
命
中
の
犯
罪
行
為
に
つ
い
て
も
言
え
る
。

　
「
可
謂
家
辠
●
父
子
同
居
殺
傷
父
臣
妾
畜
產
及
盜
之
父
已
死
或
告
勿
聽
是
胃
家
辠
レ478

」
冒
頭
「
家
辠
」
と
は
何
か
で
始
ま
る
。
父
子
同
居
者
が
父
の
臣
妾
畜

産
を
殺
傷
毀
損
し
て
、
被
害
を
残
し
た
場
合
、
父
の
死
後
に
第
三
者
が
告
訴
し
た
と
し
て
も
、
告
訴
は
棄
却
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
よ
う
に
行
為
は
「
家
辠
」

で
あ
る
か
ら
。「
家
辠
」
は
父
の
生
前
の
犯
罪
だ
け
で
は
な
く
、
父
子
同
居
の
状
態
で
父
存
命
中
の
表
沙
汰
に
な
ら
な
か
っ
た
父
の
家
で
行
わ
れ
た
犯
罪
も
「
家
辠
」

に
包
摂
す
る
と
い
う
こ
と
。「
家
辠
」
あ
る
い
は
「
非
公
室
告
」
は
、
父
存
命
中
の
家
外
で
は
犯
罪
と
し
て
立
件
さ
れ
る
べ
き
家
内
で
起
こ
っ
た
犯
罪
で
も
、
家
庭

内
の
犯
罪
的
行
為
は
父
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
と
言
う
こ
と
か
。「
家
辠
」
の
「
家
」
は
「
非
公
室
告
」
の
「
非
公
室
」
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
推
測
で
き
る
。

　
　
　

終
わ
り
に

　

こ
う
し
て
、
出
土
資
料
と
伝
承
文
献
の
「
家
」
を
整
理
し
て
く
る
と
、
今
日
使
用
す
る
「
家
」
と
は
違
っ
た
意
義
に
偏
し
て
い
る
と
感
じ
る
。
ま
だ
言
及
で
き

な
か
っ
た
史
料
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

　

司
馬
遷
『
史
記
』
巻
四
十
三
趙
世
家
に
は
、「
家
聽
於
親
而
國
聽
於
君
」
は
「
子
不
反
親
、
臣
不
逆
君
」、
親
は
父
の
こ
と
、
家
は
子
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
。

　

巻
四
十
四
魏
世
家
「
夫
諸
侯
而
驕
人
則
失
其
國
、
大
夫
而
驕
人
則
失
其
家
」、
驕
人
で
あ
れ
ば
、
諸
侯
は
国
を
、
大
夫
は
家
を
失
う
。
家
は
国
よ
り
小
さ
く
国

内
に
大
夫
の
家
は
散
開
す
る
。

　

巻
四
十
九
「（
褚
先
生
曰
）蛇
化
爲
龍
、
不
變
其
文
、
家
化
爲
國
、
不
變
其
姓
」。
蛇
が
龍
と
為
る
よ
う
に
、
家
も
化
し
て
国
に
な
る
。
家
と
国
は
本
質
的
に
同

じ
も
の
が
あ
る
。

　

巻
五
十
二
齊
悼
惠
王
世
家
「
齊
王
母
家
駟
鈞
」「
代
王
母
家
薄
氏
」、
王
の
母
家
、
王
太
后
の
実
家
外
戚
の
こ
と
。

　

巻
五
十
九
伍
宗
世
家
「
而
母
五
人
、
同
母
者
爲
宗
親
」。
宗
は
母
家
の
力
を
借
り
て
封
建
さ
れ
新
た
な
「
宗
親
」
始
祖
と
な
る
。

　

巻
六
十
三
三
王
世
家
制
曰
「
其
議
以
列
侯
家
之
」。
家
は
、
列
侯
家
、
列
侯
家
の
子
男
を
独
立
し
た
列
侯
家
と
す
る
こ
と
が
尊
卑
の
序
を
乱
す
と
問
題
に
な
る
。

「
而
家
皇
子
爲
列
侯
、
則
尊
卑
相
踰
」、
家
の
皇
子
を
列
侯
と
為
す
。
同
索
隱
「
謂
諸
侯
王
子
已
爲
列
侯
、
而
今
又
家
皇
子
爲
列
侯
」。

　
「
家
」
に
対
す
る
観
念
が
現
代
の
感
覚
と
だ
い
ぶ
違
う
。「
家
」
は
、
春
秋
戦
国
か
ら
秦
漢
帝
国
へ
の
流
れ
の
中
で
王
家
宗
家
公
家
と
ほ
ぼ
対
等
な
規
模
か
ら
、

二
三



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
二
巻
（
二
〇
一
四
年
）

複
合
的
な
組
み
合
わ
せ
が
あ
り
、
宗
家
の
興
亡
に
と
も
な
っ
て
変
化
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
や
が
て
国
家
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
独
自
性
を
失
っ
て
、
国

邑
か
ら
郡
県
に
展
開
し
て
、
行
政
上
、
戸
に
編
成
さ
れ
統
括
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、「
家
」
の
本
質
は
、
宗
に
対
す
る
「
家
」、
父
を
中
心
に
祖
か
ら
継
承
を
前

提
に
、
家
婦
の
協
力
に
よ
っ
て
子
孫
に
繋
ぐ
意
義
が
あ
り
、
こ
の
意
味
で
諸
侯
国
、
大
夫
家
と
、
秦
漢
の
「
家
」
と
は
同
類
で
あ
り
、
そ
の
法
的
な
類
似
性
が
「
家

辠
」「
非
公
室
告
」
の
呼
び
名
に
残
存
す
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、『
太
平
御
覽
』
で
は
「
家
」
に
関
す
る
記
事
は
五
件
を
掲
載
す
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

註（
1
）
鈴
木
直
美
『
中
国
古
代
家
族
史
研
究
─
秦
律
漢
律
に
見
る
家
族
形
態
と
家
族
観
─
』
刀
水
書
房
、2012

年
。

（
2
）『
中
国
古
代
の
「
家
」
と
国
家
』、
岩
波
書
店
、1979

年
。「
第
一
章
古
代
姓
氏
制
の
展
開
と
「
家
」
の
成
立
」、
第
一
節
）。

（
3
）�『
史
記
』
巻
八
高
祖
本
紀
、『
漢
書
』
巻
一
高
帝
紀
「
十
二
月
、
詔
曰
、『
秦
皇
帝
、
楚
隱
王
、［
陳
渉
］、
魏
安
釐
王
、
齊
愍
王
、
趙
悼
襄
王
皆
絕
亡
後
。
予
守
冢
各
十
戶
、［
其
與
秦
］
始

皇
帝
［
守
冢
］
二
十
家
、［
楚
、
魏
、
齊
各
十
家
、
趙
及
］
魏
公
子
亡
忌
［
各
］
五
家
。［
令
視
其
冢
、
復
亡
與
它
事
］。』」［　

］
部
分
が
史
漢
の
記
述
の
異
同
。
以
下
同
じ
。

（
4
）
中
華
書
局
版
考
勘
記
「
錢
大
昭
曰
「
江
水
」
下
脱
「
漢
水
」
二
字
。
按
景
祐
、
殿
本
都
有
、
通
鑑
亦
有
」
と
あ
る
。

（
5
）�

吏
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
大
庭
脩
「
漢
代
官
吏
の
勤
務
と
移
動
」『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』
所
收
、
第
四
編
第
五
章
、567~592

頁
、
創
文
社
、1992

年
、
に
詳
し
い
。
ま
た
、
拙
稿
「
吏

の
移
動
と
『
宿
』
─
『
始
皇
三
十
四
年
年
賦
』、『
元
延
二
年
日
記
』
を
手
が
か
り
と
し
て
─
」
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
『
人
文
研
紀
要
』
第
六
十
八
号
、2010

年
、
に
整
理
し
た
。

（
6
）�

五
区
分
に
つ
い
て
、『
尹
灣
漢
墓
簡
牘
』
所
收
「
尹
灣
六
號
漢
墓
出
土
竹
簡
」
二
、77~89

簡
、145

頁
。
拙
稿
「『
元
延
二
年
日
記
』
と
吏
の
移
動　

―
吏
の
移
動
を
め
ぐ
っ
て
『
尹
灣

漢
墓
簡
牘
』
所
載
「
元
延
二
年
日
記
」
に
よ
る
検
討
―
」「
國
學
院
大
學
紀
要
』
巻
四
十
八
、2010

年
、
参
照
。

（
7
）�『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
所
收
「
爲
吏
之
道
」701

。
な
お
、『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
整
理
小
組
、
文
物
出
版
社
、
新
華
書
店
、1977

年
。『
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
』、『
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
』
編

写
組
、
文
物
出
版
社
、
新
華
書
店
北
京
発
行
所
、1981

年
。『
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
、
文
物
出
版
社
、
新
華
書
店
、1978

年
。『
睡
虎
地
秦
墓

竹
簡
』
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
、
文
物
出
版
社
、
新
華
書
店
、1990

年
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）�

収
監
規
定
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
秦
漢
交
代
期
の
亡
人
の
発
生
と
そ
の
追
捕
─
秦
律
・
奏
讞
書
か
ら
見
た
社
会
変
動
「
ア
ジ
ア
史
に
お
け
る
制
度
と
社
会
─
ア
ジ
ア
史
研
究
第
二
十
号
─
」

白
東
史
学
会
、
刀
水
書
房
、1996

年
。
拙
稿
「
夫
の
犯
罪
と
妻
子
の
没
入
─
出
土
資
料
に
よ
る
検
討
─
」
國
學
院
大
學
紀
要
第
四
十
六
号
、2009

年
に
整
理
し
た
。

二
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「
家
」
字
義
考
　
─
秦
漢
期
の
同
時
代
的
な
「
家
」
概
念
─

（
9
）�『
漢
書
』
巻
四
文
帝
紀
元
年
の
条
、「
十
二
月
、
立
趙
幽
王
子
遂
爲
趙
王
、
徙
琅
邪
王
澤
爲
燕
王
。
呂
氏
所
奪
齊
楚
地
皆
歸
之
。
盡
除
收
帑
相
坐
律
令
」。
應
劭
曰
、「
帑
、
子
也
。
秦
法
、

一
人
有
罪
、
幷
［
坐
］
其
室
家
［
→
家
室
］。
今
除
此
律
。」
師
古
曰
、「
帑
讀
與
奴
同
、
假
借
字
也
」。『
史
記
』
孝
文
本
紀
当
該
箇
所
の
應
劭
注
で
は
異
同
が
あ
り
、「
坐
」
字
が
追
加

さ
れ
、「
室
家
」
を
「
家
室
」
に
作
る
。

（
10
）�

拙
稿
「
夫
の
犯
罪
と
妻
子
の
沒
入
─
出
土
資
料
に
よ
る
検
討
─
」『
國
學
院
大
學
紀
要
』
第
四
十
六
巻
、2009

年
。「
爲
戶
」
を
め
ぐ
る
田
宅
の
継
承
は
、
子
の
戸
が
父
の
宅（
住
居
）の
所

在
地
に
更
新
さ
れ
る
意
味
も
あ
る
。

（
11
）
前
掲
拙
稿
「
夫
の
犯
罪
と
妻
子
の
沒
入
─
出
土
資
料
に
よ
る
検
討
─
」
に
詳
述
。

（
12
）『
漢
書
』
巻
一
高
帝
紀
九
年
冬
十
月
、
高
祖
無
頼
、
顏
師
古
は
應
劭
の
説
を
是
と
す
る
。

（
13
）�『
漢
書
』
巻
一
、
高
帝
八
年
の
条
、「
十
一
月
令
士
卒
從
軍
死
者
爲
槥
、
歸
其
縣
、
縣
給
衣
衾
棺
葬
具
。」
の
「
縣
給
衣
衾
棺
葬
具
」
に
つ
い
て
、
如
淳
曰
、「
棺
音
貫
、
謂
棺
斂
之
服
也
。」

臣
瓚
曰
、「
初
以
槥
致
其
尸
於
家
、
縣
官
更
給
棺
衣
更
斂
之
也
。
金
布
令
曰
『
不
幸
死
、
死
所
爲
櫝
、
傳
歸
所
居
縣
、
賜
以
衣
棺
』
也
。」
師
古
曰
、「
初
爲
槥
櫝
、
至
縣
更
給
衣
及
棺
、

備
其
葬
具
耳
。
不
勞
改
讀
音
爲
貫
也
。
金
布
「
者
、
令
篇（
者
）〔
名
〕、
若
今
言
倉
庫
令
也
。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
二
年
律
令
』
賜
律
の
、「
尉
死
官
者
、
居
縣
賜
棺
。284

簡
」「
一
室
二

肂
在
堂
、
縣
官
給
一
棺
、
三
肂
在
當
［
堂
］、
給
二
棺
。288

簡
」
に
対
応
す
る
。

（
14
）「
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
『
古
地
図
』」
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
整
理
小
組
編
、
文
物
出
版
社
、1977

年
。

（
15
）
池
田
雄
一
「
尹
湾
漢
簡
─
里
と
地
方
行
政
─
」『
中
国
古
代
の
聚
落
と
地
方
行
政
』
地
方
行
政
編
第
八
章
三
、643~651

頁
、
汲
古
書
店
、2002

年
。
参
照
。

（
16
）
胡
平
生
、
張
德
芳
『
敦
煌
懸
泉
漢
簡
釋
粹
』
上
海
古
籍
出
版
社
、2001
年
、
所
收
。

（
17
）�

賜
民
爵
は
戸
ご
と
に
賜
与
さ
れ
、
師
古
は
「
家
長
」
が
受
領
す
る
と
解
す
。
惠
帝
紀
、「
九
月
、
長
安
城
成
。
賜
民
爵
、
戸
一
級（
師
古
曰
、「
家
長
受
也
。」）爵
は
戸
ご
と
に
、
戸
を
単

位
と
し
て
賜
与
さ
れ
る
。

（
18
）�「
戶
律
」174~177

簡
、「
罪
人
完
城
旦
舂
鬼
薪
以
上
及
坐
姦
府
者
皆
收
其
妻
子
財
田
宅
其
子
有
妻
夫
若
爲
戶
有
爵
及
年
十
七
以
上
若
爲
人
妻
而
棄
寡
者174

皆
勿
收
坐
姦
略
妻
及
傷
其
妻

以
收
毋
收
其
妻175

夫
有
罪
妻
告
之
除
于
收
及
論
レ
妻
有
罪
夫
告
之
亦
除
其
夫
罪
●
毋
夫
及
爲
人
偏
妻
爲
戶
若
別
居
不
同
數
者
有
罪
完
舂
白176

粲
以
上
收
之
毋
收
其
子
内
孫
毋
爲
夫
收

177

」、
詳
し
く
は
拙
稿
『
夫
の
犯
罪
と
妻
の
沒
入
─
出
土
資
料
に
よ
る
検
討
─（
國
學
院
大
學
紀
要
第
四
十
六
卷
、2009

年
）』。
參
照
。
ま
た
、
冒
頭
の
「
罪
人
完
城
旦
舂
鬼
薪
以
上
」
は
、

免
責
規
定
な
の
で
、「
以
下
」
の
誤
り
で
は
な
い
か
。
前
稿
と
は
、
こ
の
部
分
の
解
釈
が
変
わ
っ
た
。

（
19
）「
二
年
律
令
」
置
後
律
「
不
幸
死
者
令
其
後
先312

擇
田
乃
行
「
其
餘
它
子
男
欲
爲
戶
以
爲
其
□マ

マ

田
予
之
」「
其
已
前
爲
戶
而
毋
田
二
宅
二
不
盈
得
以
盈
宅
不
比
不
得313

」。

二
五



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
二
巻
（
二
〇
一
四
年
）

（
20
）�「
二
年
律
令
」
戶
律
「
□マ

□マ

卒
歲
不
得
以
庶
人
律
「
未
受
田
宅
者
鄕
部
以
其
爲
戶
先
後
次
二
編
之
久
爲
右
久
等
以
爵
先
後
有
籍
縣
官
田
宅
上
其
廷
レ
令
輒
以
次
行
之318

田
宅
當
入
縣
官
而

代
其
戶
者
令
贖
城
旦
沒
入
田
宅319

代
戶
貿
賣
田
宅
鄕
部
田
嗇
夫
吏
留
弗
爲
定
籍
盈
一
日
罰
金
各
二
兩320

」。

（
21
）「
二
年
律
令
」
戶
律
「
諸
後
欲
分
父
母
子
同
產
主
母
叚
母
及
主
母
叚
母
欲
分
孽
子
叚
子
田
以
爲
戶
者
皆
許
之340

」。

（
22
）「
二
年
律
令
」
戶
律
「
諸
不
爲
戶
有
田
宅
附
令
人
名
及
爲
人
名
田
宅
者
皆
令
以
卒
戍
邊
二
歲
沒
入
田
宅
縣
官
爲
人
名
田
宅
能
先
告
除
其323

罪
有
畀
之
所
名
田
宅
它
如
律
令324

」。

（
23
）�「
二
年
律
令
」
戶
律
「
諸
民
皆
自
占
年
小
未
能
自
占
而
毋
父
母
同
產
爲
占
者
吏
以
□マ

マ

比
定
其
年
自
占
二
子
同
產
年
不
以
實
三
歲
以
上
皆325

耐
產
子
者
恆
以
戶
時
占
其
〼326

〼
罰
金
四
兩

327 

」。

（
24
）�「
二
年
律
令
」
戶
律
「
恆
以
八
月
令
鄕
部
嗇
夫
吏
令
史
相
雜
案
戶
籍
副
臧
其
廷
有
移
徙
者
輒
移
徙
及
年
籍
爵
細
徙
所
幷
封
留
弗
移
二
不
幷
封328

及
實
不
徙
數
盈
十
日
皆
罰
金
四
兩
數
在
所

正
典
弗
告
與
同
罪
鄕
部
嗇
夫
吏
主
及
案
戶
者
弗
得
罰
金329

各
一
兩330

」。

（
25
）「
二
年
律
令
」
戶
律
「
謹
副
上
縣
廷
皆
以
篋
若
匣
匱
盛
緘
閉
以
令
若
丞331

官
嗇
夫
印332

」。

（
26
）「
二
年
律
令
」
戶
律
「
民
大
父
二
母
二
子
孫
同
二
產
二
子
欲
相
分
予
奴
婢
馬
牛
羊
它
財
物
者
皆
許
之334

」。

（
27
）「
二
年
律
令
」
戶
律
「
孫
爲
戶
與
大
父
母
居
養
之
不337

善
令
孫
且
外
居
令
大
父
母
居
其
室
食
其
田
使
其
奴
婢
勿
貿
賣338

」。

（
28
）「
二
年
律
令
」
戶
律
「
孫
死
其
母
而
代
爲
戶
令
毋
敢
遂
夫
父
母
及
入
贅338

及
道
外
取
其
子
財339

」。

（
29
）「
爲
人
妻
者
不
得
爲
戶
レ
民
欲
別
爲
戶
者
皆
以
八
月
戶
時
レ
非
戶
時
勿
許345

」。

（
30
）�「
二
年
律
令
」
戶
律
「
死
毋
子
男
代
戶
令
父
若
母
毋
父
母
令
寡
毋
寡
令
女
毋
女
令
孫
毋
孫
令
耳
孫
毋
耳
孫
令
大
父
母
毋
大
父
母
令
同
二
產
二379

子
代
二
戶
二
必
同
居
數
棄
妻
子
不
得
與
後
妻

子
爭
後380

」。

（
31
）「
二
年
律
令
」
戶
律
「
死
毋
後
而
有
奴
婢
者
免
奴
婢
以
爲
庶
人
以
□マ

マ

人
律
□マ

マ

之
□マ

マ

主
田
宅
及
餘
財
レ
奴
婢
多
代
戶
者
毋
過
一
人
先
用
勞
久
有382

□マ
マ

子
若
主
所
言
吏
者383

」。

（
32
）「
二
年
律
令
」
戶
律
「
女
子
爲
父
母
後
而
出
嫁
者
令
夫
以
妻
田
宅
盈
其
田
宅
二
不
比
弗
得
其
棄
妻
及
夫
死
妻
得
復
取
以
爲
戶
棄
妻
畀
之
其
財384

」。

（
33
）『
漢
書
』
巻
一
高
帝
紀
、
師
古
曰
、「
若
者
、
豫
及
之
辭
、
言
以
萬
人
或
以
一
郡
降
者
、
皆
封
萬
戶
」。

（
34
）『
漢
書
』
巻
一
高
帝
紀
、
当
該
の
師
古
曰
は
、「
與
沛
令
相
善
、
因
辟
仇
亡
匿
、
初
就
爲
客
、
後
遂
家
沛
也
。
仇
、
讎
也
、
音
求
」。

（
35
）�

拙
稿
「
市
に
集
ま
る
人
々
─
張
家
山
漢
簡
『
奏
讞
書
』
案
例
二
十
二
を
め
ぐ
っ
て
─
」
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
、「
研
究
叢
書
」
二
三
『
ア
ジ
ア
に
お
け
る
方
と
国
家
』
中
央
大

学
出
版
部
、2000

年
。
拙
稿
「
秦
漢
交
代
期
の
亡
人
の
発
生
と
そ
の
追
捕
─
秦
律
・
奏

書
か
ら
見
た
社
会
変
動
─
」『
ア
ジ
ア
に
お
け
る
制
度
と
社
会
』「
ア
ジ
ア
史
研
究
」
第
二
〇
号
。

二
六



「
家
」
字
義
考
　
─
秦
漢
期
の
同
時
代
的
な
「
家
」
概
念
─

白
東
史
学
会
、
刀
水
書
房
、1996

年
。

（
36
）�『
史
記
』
卷
四
十
四
魏
世
家
、「
十
七
年
、
子
方
曰
、
亦
貧
賤
者
驕
人
耳
。
夫
諸
侯
而
驕
人
則
失
其
國
、
大
夫
而
驕
人
則
失
其
家
。
貧
賤
者
、
行
不
合
、
言
不
用
、
則
去
之
楚
越
、
若
脫

躧し

然
、
柰
何
其
同
之
哉
。」
子
擊
不
懌
而
去
」。

（
37
）�『
史
記
』
卷
四
十
四
魏
世
家
「
魏
文
侯
謂
李
克
曰
、「
先
生
嘗
教
寡
人
曰
『
家
貧
則
思
良
妻
、
國
亂
則
思
良
相
』。
今
所
置
非
成
則
璜
、
二
子
何
如
。」
吏
の
宰
と
妻
と
は
、
妻
が
、『
說
文
』

女
部
婦
、「
夫
與
婦
齊
者
也
从
女
从
屮
从
又
持
事
妻
職
也
［
臣
鉉
等
曰
屮
者
進
也
齊
之
義
也
故
从
屮
七
稽
切
］」
と
あ
る
の
で
、
妻
と
良
相
「
宰
、
罪
人
在
屋
下
。
執
事
者
、
从
宀
从
辛

辠
也
［
作
亥
切
］。」
と
が
相
関
性
を
も
っ
て
い
る
可
能
性
を
感
じ
る
。

（
38
）『
史
記
』
卷
三
十
三
魯
周
公
世
家
「
周
公
歸
、
恐
成
王
壯
、
治
有
所
淫
佚
、
乃
作
多
士
、
作
毋
逸
。
毋
逸
稱
」。 

（
39
）『
史
記
』
卷
三
十
三
魯
周
公
世
家
、
ま
た
『
史
記
』
卷
十
五
六
國
年
表
「
楚
滅
魯
、
頃
公
遷
卞
、
爲
家
人
、
魯
絕
祀
」。

（
40
）『
漢
書
』
巻
二
十
一
上
律
曆
志
上
、「
三
代
旣
沒
、
五
伯
之
末
史
官
喪
紀
、
疇
人
子
弟
分
散
」
条
、「
疇
」
の
注
に
「
如
淳
曰
、
家
業
世
世
相
傳
爲
疇
」
と
あ
る
。

二
七


